
町民のみなさんが待ち望んでいた町営運動公
園住宅が完成しました！コミュニティプラザ
など“人とふれあう場”が随所に設けられ、
太陽光発電や LED照明も導入したエコ住宅
となっていますよ。
 （関連情報は16ページ）
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平成26年度 施政方針

主要な施策

平成26年度　施政方針

主要な施策「生活環境」

選択されるまち「おながわ」を目指して選択されるまち「おながわ」を目指して

※
○新
 

は
新
規
事
業
、
○継
 

は
継
続
事
業（
前
年
度

か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
む
）

�新
 

町
民
バ
ス
車
両
購
入
費

現
在
、
１
台
で
運
行
し
て
い
る
町
民
バ
ス
町

内
循
環
便
の
２
台
体
制
の
実
施
お
よ
び
老
朽

化
し
た
車
両
の
更
新
の
た
め
車
両
２
台
を
購

入
し
ま
す
。

�新
 

女
川
温
泉
給
湯
施
設揚

湯
設
備
改
修
工
事

女
川
温
泉
給
湯
施
設（
源
泉
）の
揚
湯
ポ
ン
プ

等
設
備
の
経
年
劣
化
に
よ
る
交
換
等
を
行
い

ま
す
。

�継
 

女
川
町
温
泉
温
浴
施
設
建
設
工
事

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
倒
壊
し
た
温
泉
温
浴

施
設
の
再
建
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
事
務
所
用

テ
ナ
ン
ト
を
整
備
し
ま
す
。

�新
 

保
健
福
祉
関
連
計
画作

成
支
援
業
務
委
託

「
高
齢
者
福
祉
計
画（
６
次
）・
介
護
保
険
事
業

計
画（
５
期
）」、「
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉

計
画（
３
期
）」の
見
直
し
お
よ
び
健
康
増
進

計
画
の
関
連
計
画
で
あ
る「
食
育
推
進
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」お
よ
び

「
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
町
の
保
健
福
祉
に
関
す
る
理

区
、
横
浦
・
小
屋
取
地
区
を
除
く
五
部
浦
地

区
で
、
平
成　

年
度
内
で
の
本
格
的
な
造
成

25

事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
横

浦
、
小
屋
取
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
26

度
内
の
造
成
事
業
着
手
に
向
け
、
鋭
意
そ
の

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
浜
の
再
生
に
向
け
て
は
、
引
き

続
き「
離
半
島
部
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
計
画
案
の
策
定

に
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
計
画
で
定
め
る
基
盤
整
備
期
も
本
年

度
で
２
年
目
を
迎
え
、
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
着

実
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
進
捗
に
な

お
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、
漁
業

集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
、
漁
港
施
設
機
能

強
化
事
業
等
と
調
整
し
な
が
ら
災
害
復
旧
事

業
を
展
開
し
、
併
せ
て
既
存
町
道
の
整
備
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
と
連
携
し
、
県
が
事
業
主

体
と
な
る
国
道
の
災
害
復
旧
、
浦
宿
バ
イ
パ

ス
工
事
、
県
道
女
川
牡
鹿
線
復
興
道
路
、
万

石
浦
海
岸
防
潮
堤
災
害
復
旧
、
二
級
河
川
女

川
の
災
害
復
旧
事
業
等
の
早
期
復
旧
、
完
成

を
図
り
ま
す
。

　

出
島
架
橋
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
関
係

各
位
と
と
も
に
事
業
実
現
と
具
体
化
に
向
け

て
国
、
県
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
事
業
と
し
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
大
沢
地

　

今
も
な
お
応
急
仮
設
住
宅
で
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
の
早
期
の
生
活

再
建
は
、
本
町
が
取
り
組
む
べ
き
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

町
中
心
部
は
、
自
立
再
建
団
地
の
先
行
地

区
と
し
て
す
で
に
荒
立
西
・
東
、
内
山
、
宮

ケ
崎
地
区
の
造
成
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
。
荒
立
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
移
転
先
宅

地
と
決
定
し
た
方
々
へ
の
本
年
７
月
の
土
地

引
渡
し
に
向
け
鋭
意
そ
の
作
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
荒
立
東
地
区
は
、
一
部
宅
地
の
本

年
秋
の
引
渡
し
、
内
山
地
区
は
年
度
内
の
引

渡
し
に
向
け
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
、

将
来
の
土
地
確
保
の
見
通
し
を
明
確
に
し
、

今
後
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
自
立
再
建
団
地
や

災
害
公
営
住
宅
の
事
前
登
録
制
度
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
女
川
駅
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
周
辺
エ
リ

ア
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
３
月
の「
ま
ち

27

び
ら
き
」に
向
け
、
引
き
続
き
造
成
工
事
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
は
、
順
次
造

成
エ
リ
ア
を
区
画
整
理
区
域
全
域
に
拡
大
し
、

早
期
の
造
成
完
了
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
配
置
計
画
は
、
平
成　

年
度
に

25

お
い
て
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
早
期
の
事
業
着
手
と
事
業
手
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
半
島
部
に
お
い
て
は
、
出
島
、
大
石
原

浜
地
区
に
続
き
、
北
浦
全
５
地
区
、
寺
間
地

　
　

生
活
環
境

主
要
な
事
業

企　

画　

課

町　

民　

課

健
康
福
祉
課

広報おながわ4月号では第2回女川町議会定例会の席上で須田町長　広報おながわ4月号では第2回女川町議会定例会の席上で須田町長

が表明した施政方針を掲載しましたが、今月号では併せて表明したが表明した施政方針を掲載しましたが、今月号では併せて表明した

町政における主要な施策を紹介します。町政における主要な施策を紹介します。
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平成26年度　施政方針

主要な施策「生活環境」

◆コミュニティを意識した運動公園住宅

念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
ま
す
。

�新
 

住
宅
再
建
支
援
事
業
補
助
金

東
日
本
大
震
災
時
に
災
害
危
険
区
域
外
・
移

転
促
進
区
域
外
に
居
住
し
て
い
た
等
に
よ
り
、

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
や
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

方
で
半
壊
以
上
被
災
住
宅
滅
失
の
方
の
住
宅

再
建
に
係
る
借
入
金
の
利
子
相
当
額
お
よ
び

移
転
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

�新
 

住
宅
再
建
補
修
支
援
事
業
補
助
金

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
町

内
所
有
住
宅
の
補
修
資
金
を
借
入
し
た
際
に

発
生
す
る
利
子
相
当
額
お
よ
び
仮
住
居
等
へ

の
移
転
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

�継
 

定
住
促
進
事
業
補
助
金

人
口
減
少
の
抑
制
・
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
、
町
内
に
新
築
・

23

建
替
え
・
中
古
住
宅（
土
地
含
む
）を
取
得
し
、

補
助
対
象
住
宅
に　

年
以
上
継
続
し
て
居
住

10

す
る
方
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

�継
 

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

出
島
地
区
に　

戸
、
大
石
原
浜
地
区
に
１
戸
、

２４

野
々
浜
地
区
に
４
戸
の
災
害
公
営
住
宅
を
整

備
し
ま
す
。

�新
 

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

工
事
施
工
等
業
務
委
託

小
屋
取
地
区
住
宅
地
造
成
事
業
に
係
る
工
事

施
工
等
業
務
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
委
託
し
ま

す
。

�新
 

中
心
部
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

工
事
施
工
等
業
務
委
託

旭
が
丘
地
区
住
宅
地
造
成
事
業
に
係
る
工
事

分
別
方
法
の
周
知
を
徹
底
し
、
排
出
さ
れ
た

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
再
資
源

化
を
行
い
、
焼
却
お
よ
び
埋
立
量
の
削
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
浦
宿
第
二
住
宅

団
地
の
う
ち
、
本
年
度
整
備
す
る
５
棟　

戸
23

へ
の
早
期
入
居
に
向
け
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
次
期
計
画
に
つ
い
て
も
、
次
年

度
内
に
入
居
開
始
が
で
き
る
よ
う
国
、
県
と

事
業
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
出

島
地
区
お
よ
び
大
石
原
浜
地
区
の
先
行
地
区

と
し
て
着
手
し
た　

戸
と
、
新
た
に
野
々
浜

25

地
区
の
工
事
に
着
手
し
、
年
度
内
に
入
居
開

始
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

内
山
地
区
お
よ
び
荒
立
・
大
道
地
区
の
住
宅

整
備
に
つ
い
て
も
、
土
地
造
成
等
の
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
順
次
工
事
着
手
を
予
定
し
、

早
期
に
恒
久
的
住
宅
の
供
給
を
行
い
、
住
民

の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
地
区
の
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計

画
等
は
、
今
後
の
事
前
登
録
制
度
の
実
施
に

伴
う
災
害
公
営
住
宅
の
申
込
み
希
望
者
の
調

整
等
も
行
い
な
が
ら
、
基
盤
整
備
計
画
と
も

整
合
を
と
り
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

応
急
仮
設
住
宅
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
ほ

か
、
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
、
県
へ
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
応
急
仮
設
住
宅

の
利
活
用
お
よ
び
集
約
化
の
計
画
策
定
に
つ

い
て
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、
定
住
促
進

事
業
補
助
金
に
よ
り
本
町
へ
の
定
住
促
進
を

か
、
今
後
新
た
に
整
備
す
る
公
共
施
設
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導
入
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
に
設
置
す
る
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
継
続
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
今
年
度
は
、
県
の
環

境
交
付
金
を
活
用
し
て
、
指
定
避
難
所
で
あ

る
総
合
体
育
館
の
柔
道
場
、
剣
道
場
の
照
明

改
修
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
防
疫
事
業
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
実
施
し
、
衛
生
的
な
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
震
災
か

ら
の
復
興
が
進
む
に
つ
れ
、
廃
棄
物
の
発
生

量
の
増
加
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
廃
棄
物
抑
制

の
意
識
改
革
と
し
て
実
施
し
て
き
た
一
般
廃

棄
物
の
ス
リ
ー
ア
ー
ル（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）運
動
に
よ
る「
ご
み

減
量
化
、
再
資
源
化
」を
推
し
進
め
な
が
ら
、

区
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
他
事
業
と
連
携

し
て
そ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
浦
宿
地
区
の
冠

水
対
策
と
し
て
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し

ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
と

同
様
に
他
事
業
と
並
行
し
て
整
備
を
行
う
ほ

か
、
居
住
地
区
の
高
台
移
転
に
対
応
す
る
た

め
、
被
災
し
た
鷲
神
浄
水
場
の
移
設
事
業
に

着
手
し
、
安
全
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
震
災
以
降
暫
定

ダ
イ
ヤ
に
よ
り
運
航
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

燃
料
費
の
高
騰
、
利
用
者
の
減
少
、
航
路
運

営
を
担
う
人
材
の
確
保
な
ど
課
題
も
多
い
こ

と
か
ら
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
離
島
住
民
に
不
可
欠
な
生
活
航
路
と
し

て
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
域
公
共

交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
補
助
金
が
２
年
間

延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
無
料
運

行
す
る
と
と
も
に
、
前
年
度
策
定
し
た
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
基
づ
き
、

運
行
車
両
の
増
車
、
運
行
ル
ー
ト
お
よ
び
運

行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
図
り
、
路
線
バ
ス
、

鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
代
替
バ
ス
を
含
め
た
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
お
よ
び
住
宅
用
高

効
率
給
湯
器
設
置
補
助
事
業
を
推
進
す
る
ほ

生
活
支
援
課

復
興
推
進
課
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施
工
等
業
務
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
委
託
し
ま

す
。

�新
 

防
集
団
地
事
前
登
録
受
付
業
務
委
託

中
心
部
防
災
集
団
移
転
団
地
に
係
る
事
前
登

録
制
度
受
付
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

�継
 

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

工
事
施
工
等
業
務
委
託

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
高
質
空
間
整
備

（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
駅
前
広
場
等
）に
係
る
工

事
施
工
等
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
業
務
委
託
し

ま
す
。

�継
 

離
半
島
部
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

工
事
施
工
等
業
務
委
託

離
半
島
部
住
宅
地
造
成
事
業
に
係
る
工
事
施

工
等
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
業
務
委
託
し
ま
す
。

�新
 

浦
宿
猪
落
線
針
浜
地
区

測
量
調
査
設
計
業
務
委
託

針
浜
地
区
海
岸
道
路
の
嵩
上
計
画
の
た
め
の

測
量
調
査
を
し
ま
す
。

�新
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
り
出
島
地
区

に
設
置
し
た
汚
水
集
合
排
水
処
理
施
設
に
、

災
害
等
の
停
電
時
に
ポ
ン
プ
施
設
を
稼
働
さ

せ
る
た
め
の
風
力
発
電
設
備
等
を
整
備
し
ま

す
。

�継
 

旭
が
丘
中
央
１
号
線
ほ
か舗

装
補
修
工
事

旭
が
丘
区
内
道
路
の
舗
装
打
替
え
を
行
い
ま

す
。

�継
 

橋
梁
災
害
復
旧
事
業

下
清
水
橋
の
架
替
え
を
行
い
ま
す
。

�継
 

道
路
災
害
復
旧
事
業

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
の
復
旧
工
事
を

行
い
ま
す
。

た
が
、
今
後
も
県
や
周
辺
自
治
体
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
訓
練
内
容
等
の
充
実
に
向
け

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
応
急
仮
設
住
宅
、

み
な
し
仮
設
住
宅
、
自
宅
で
の
生
活
を
続
け

る
町
民
に
と
っ
て
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
を
維
持
、
増
進
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
町
民
の
健
康
な
く
し
て
復

興
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。「
心
身
と
も
に
健
康

な
生
活
を
支
え
合
う
お
な
が
わ
」を
基
本
理

念
と
し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た

健
康
づ
く
り
活
動
を
町
民
と
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期

ま
で
の
母
子
保
健
事
業
、
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
小
児
健
康
増
進
事
業
、　

歳
か
ら
の

19

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
、
が
ん
検
診
等
に
お

け
る
保
健
指
導
事
業
に
丁
寧
に
取
り
組
み
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
第

２
次
女
川
町
食
育
推
進
計
画
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
策
定
し
、
今
後
の
本
町
の
食
育
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
児
期

の
水
痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
行
動
計
画
の
策
定
な
ど
感
染
症
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地

域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
た
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
と
く
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
事
業
を
展
開
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
そ
の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
災
害

に
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
で
安
心
な

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

温
泉
温
浴
施
設「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
３
月
の
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
の
開
業
に
併

27

せ
、
再
開
の
諸
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
全
号

機
と
も
に
安
定
し
た
状
態
で
安
全
に
停
止
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
定
期
検
査
中
で
あ
り
、

震
災
に
よ
る
復
旧
活
動
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
た
安
全

対
策
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
末
、
女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機
に

お
け
る
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
審
査
申
請

に
あ
た
り
、
事
業
者
か
ら
安
全
協
定
に
基
づ

く
事
前
協
議
の
申
入
れ
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
厳

正
な
申
請
内
容
の
検
討
、
精
査
が
実
施
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
者
に
は
、

町
民
の
安
全
を
最
優
先
に
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
発
電
所
の
よ
り
一
層
の
安

全
確
保
に
向
け
た
取
組
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と

十
分
な
情
報
公
開
が
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

事
前
協
議
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
状
況
や
結
果
等
を
踏
ま

え
、
関
係
自
治
体
と
と
も
に
注
視
し
安
全
性

を
確
認
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
本
年
１

月
、
通
信
訓
練
を
中
心
に
実
施
い
た
し
ま
し

図
る
ほ
か
、
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
建
設
助
成
金
や
住
宅
再
建
支
援
事
業

（
二
重
ロ
ー
ン
対
策
）補
助
金
に
よ
る
利
子
補

給
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
復

興
モ
デ
ル
住
宅
展
示
場
に
つ
い
て
は
、
春
先

の
オ
ー
プ
ン
に
引
き
続
き
展
示
場
公
開
の
適

正
な
運
営
を
促
し
、　

月
の
払
下
げ
を
目
指

10

し
な
が
ら
買
取
り
価
格
帯
の
公
表
も
含
め
、

自
立
再
建
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
格
化
す

る
土
地
造
成
や
災
害
公
営
住
宅
等
の
建
設
に

併
せ
、
被
災
し
た
消
防
団
資
機
材
格
納
庫
の

機
能
を
有
す
る
施
設
や　

ト
ン
耐
震
型
防
火

40

水
槽
お
よ
び
消
火
栓
を
順
次
設
置
し
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
員
の

確
保
に
努
め
、
地
域
防
災
機
能
の
復
旧
・
強

化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
町
民
の
生
命
と

財
産
を
堅
守
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
つ

つ
、
国
や
県
の
防
災
計
画
の
修
正
に
併
せ
、

地
域
防
災
の
要
と
な
る
本
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
高
ま
る
住
民
の

防
災
意
識
を
継
続
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
啓
発
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
や
木
造
住

宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業
等
に
関
し
て
も
、

引
き
続
き
国
、
県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

住
宅
所
有
者
に
対
し
て
住
宅
耐
震
化
の
促

進
・
啓
発
を
図
り
、
耐
震
化
率
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
備
蓄
用
品
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
用
食

料
と
水
を
購
入
し
、
市
街
地
、
離
半
島
地
区

　
　

保
健
・
医
療
・
福
祉

建　

設　

課
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�継
 

漁
港
等
災
害
復
旧
事
業

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
漁
港
施
設

等
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。
※
対
象
地
域
…
指

ケ
浜
、
尾
浦
、
塚
浜
、
出
島
、
寺
間
、
桐
ケ

崎
、
野
々
浜
、
江
島
、
御
前
浜

�継
 

上
水
道
・
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
業
務
委
託

復
興
事
業
に
併
せ
、
上
水
道
施
設
・
簡
易
水

道
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�継
 

大
沢
地
区
下
水
道
整
備
事
業

大
沢
地
区
の
汚
水
管
渠
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�継
 

雨
水
排
水
施
設
災
害
復
旧
事
業

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
女
川
浜
、

鷲
神
浜
、
石
浜
地
区
の
雨
水
排
水
施
設
の
復

旧
と
、
復
興
事
業
に
併
せ
、
雨
水
排
水
施
設

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�新
 

鯨
肉
頒
布
事
業

鯨
の
食
文
化
の
普
及
を
図
り
、
本
町
に
世
帯

を
有
す
る
方
を
対
象
に
鯨
肉
の
頒
布
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
給
食
へ
鯨

肉
を
提
供
し
、
郷
土
料
理
の
食
育
を
図
り
ま

す
。

�新
 

地
方
卸
売
市
場
中
央
荷
捌
場
・

管
理
棟
建
設
工
事
基
本
設
計
等
業
務

震
災
で
被
災
し
た
地
方
卸
売
市
場
中
央
荷
捌

場
お
よ
び
管
理
棟
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、

建
設
工
事
に
係
る
基
本
設
計
お
よ
び
各
種
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
中
央
荷
捌
場
は
、
高
度

衛
生
管
理
に
対
応
し
た
閉
鎖
型
、
管
理
棟
は

多
目
的
機
能
を
有
し
た
地
上
５
階
建
て
と
し
、

平
成　

年
３
月
の
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

28

�新
 

商
業
エ
リ
ア
商
店
街
形
成
業
務
委
託
料

商
業
等
エ
リ
ア
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

津
波
復
興
拠
点
事
業
で
整
備
す
る「
に
ぎ
わ

理
者
と
の
協
調
の
も
と
、
医
療
と
介
護
の
一

体
的
施
設
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
包
括
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
医
療
支
援
病
院
で
あ
る
石

巻
赤
十
字
病
院
を
中
心
と
し
た
、
石
巻
医
療

圏
に
お
け
る
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強
化
や

医
師
派
遣
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
と
も
に
推
進
し
、

研
修
医
等
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
な
ど
今

後
も
地
域
で
医
師
を
育
成
確
保
す
る
体
制
を

目
指
し
な
が
ら
、
保
健
福
祉
と
の
連
携
を
図

り
、
町
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
地
域
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
町
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
卸
売
市

場
の
昨
年
の
水
揚
状
況
が
、
数
量
で
４
万
７

６
３
８
ト
ン
、
金
額
で
は　

億
７
２
０
０
万
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円
と
な
り
、
主
力
の
サ
ン
マ
、
ギ
ン
ザ
ケ
に

支
え
ら
れ
、
金
額
で
震
災
前
の
実
績
ま
で
あ

と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
回
復
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
第
三
種
漁
港
施
設
の
復
旧
工

事
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
東
側
荷
捌
場

建
設
の
本
格
着
工
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の

後
の
中
央
荷
捌
場
・
管
理
棟
再
建
に
向
け
た

基
本
設
計
に
着
手
す
る
な
ど
引
き
続
き
水
揚

体
制
整
備
を
図
り
、
市
場
・
買
受
人
協
同
組

合
等
水
産
業
界
と
一
体
と
な
っ
た
漁
船
誘
致

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
一
層
の
水
揚
増

嵩
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
漁
港
関
係
で
す
が
、
引
き
続
き
震
災

降
の
保
育
料
の
無
料
化
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
公
費
助
成
等
に
よ

り
妊
娠
期
か
ら
の
健
康
支
援
を
充
実
さ
せ
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
母
子
・
父
子
家
庭

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
、
所
得
制
限
の
撤

廃
を
継
続
し
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
経
済
的

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
女
川
町
障
害

者
計
画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画
に
基
づ
き
支

援
を
図
り
ま
す
。
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
地
域
生

活
支
援
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
障
害
者
が

地
域
の
一
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
を
継
続
い
た

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
町
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
年
度

は
、
震
災
で
住
ま
い
を
失
っ
た
所
得
の
低
い

被
保
険
者
等
を
対
象
に
、
医
療
費
の
一
部
負

担
金
免
除
措
置
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
な
か
、

引
き
続
き
保
健
事
業
と
連
携
し
、
被
保
険
者

の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安

定
的
な
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
円
滑
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ

23

10

移
行
し
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
定
的
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
指
定
管

公
営
住
宅
等
へ
の
居
住
が
進
む
な
か
、
生
活

環
境
の
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い
高
齢
者

の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
の
環
境
づ
く
り
を

継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
第
７
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」の
策
定
に

着
手
し
、
高
齢
者
の
生
活
の
安
定
を
目
指
し

ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
震
災
に
よ

る
被
保
険
者
の
減
少
や
介
護
保
険
事
業
所
の

常
態
的
な
人
材
不
足
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、

ま
た
住
民
の
生
活
環
境
で
は
特
に
重
要
な
地

域
の
つ
な
が
り
や
関
係
の
希
薄
さ
、
住
宅
面

な
ど
か
ら
介
護
認
定
申
請
や
施
設
入
所
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
震
災
前
よ
り
増
加
す
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本

年
度
は
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に

基
づ
く
介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
営
と
、
介

護
予
防
に
つ
な
が
る
住
民
と
の
協
働
事
業
を

推
進
し
、
関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
と
く

ら
し
の
安
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
女
川
町
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」に
基
づ
き
、
子
育

て
支
援
を
図
り
ま
す
。
働
く
保
護
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
保
育
所
の
土
曜
保
育
の
継
続
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
託
児
事
業

を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
展
開
を
図
る

と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
長
期
休

暇
中
の
開
設
の
ほ
か
、
土
曜
日
の
開
設
も
継

続
い
た
し
ま
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
へ
の

経
済
的
支
援
策
と
し
て
は
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
の
継
続
、
第
３
子
以

　
　

産
業

産
業
振
興
課
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い
拠
点
」に
お
い
て
、
町
の
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
り
、
商
業
エ
リ
ア
の
持

続
的
運
営
が
可
能
と
な
る
施
設
、
空
間
設
計

等
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
の
事

業
作
成
を
行
い
ま
す
。

�継
 

水
産
加
工
団
地
排
水
処
理
施
設整

備
事
業

宮
ケ
崎
・
石
浜
地
区
に
お
け
る
水
産
業
関
連

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
に
よ
り
良
好
な

沿
岸
漁
場
で
あ
る
女
川
湾
の
水
質
悪
化
を
防

止
す
る
た
め
、
排
水
処
理
施
設
を
建
設
し
、

排
水
を
一
元
的
に
処
理（
浄
化
）・
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
漁

場
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

�新
 

中
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

震
災
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
る
女
川

中
学
校
の
プ
ー
ル
を
改
修
す
る
た
め
の
工
事

を
行
い
ま
す
。

�新
 

小
・
中
学
校
空
調
設
備
改
修
工
事

夏
場
の
学
校
施
設
の
環
境
改
善
の
た
め
、図

書
室
、保
健
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

�新
 

総
合
体
育
館
内
外
照
明
設
備
工
事

柔
道
場
と
剣
道
場
の
照
明
器
具
を
環
境
に
や

さ
し
い
L
E
D
照
明
に
交
換
し
ま
す
。

�新
 

総
合
体
育
館
周
辺
整
備
工
事

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
変
形
し
た
地
面
を

整
地
し
、
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

二
ホ
ン
ジ
カ
の
駆
除
は
、
広
報
周
知
お
よ

び
安
全
対
策
を
強
化
し
実
施
す
る
の
を
は
じ

め
、
危
険
木
除
去
費
等
助
成
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
営
事
業
で
あ
る

林
道
女
川
京
ヶ
森
線
の
早
期
完
成
を
強
く
要

望
し
、
接
続
す
る
林
道
大
沢
線
の
改
良
工
事

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
戦
略
的
な
観
光
振
興

を
図
る
た
め
、
町
全
体
を
観
光
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
捉
え
た
観
光
振
興
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
県
内
外
で
復
興
観
光
Ｐ
Ｒ
お
よ

び
誘
客
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
町
内
各
団
体
等
と
連
携
し
、
将
来
に
向

け
た
新
た
な
町
づ
く
り
の
姿
や
水
産
物
を
軸

と
し
た
食
の
魅
力
等
を
広
く
発
信
す
る
と
と

も
に
、
近
隣
市
町
と
連
携
強
化
を
図
り
広
域

的
な
周
遊
観
光
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
再
生
に

向
け
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
を
中
心
と
し
た「
に
ぎ
わ

い
拠
点
」の
基
盤
整
備
進
展
に
意
を
用
い
な

が
ら
、
商
工
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図

り
、
そ
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う「
ま
ち
づ

く
り
会
社
」を
設
立
し
、
テ
ナ
ン
ト
入
居
者

の
募
集
お
よ
び
年
度
内
で
の
テ
ナ
ン
ト
建
設

工
事
着
手
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
同
拠
点

へ
の
自
立
再
建
事
業
者
の
立
地
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

年
度
内
整
備
着
手
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
中
小
企
業
の
本
格
的
な
事
業

再
開
に
向
け
、
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

地
域
商
工
業
振
興
の
た
め
の
事
業
、
後
継
者

維
持
の
た
め
に
は
、
漁
業
共
済
へ
の
加
入
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
漁
業
者
が
少

し
で
も
安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
掛
金

の
嵩
上
補
助
の
継
続
を
図
り
つ
つ
加
入
促
進

を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
国
、

県
の
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業

等
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
町
の
嵩
上

げ
補
助
等
を
実
施
し
、
漁
業
生
産
基
盤
の
整

備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
し
た

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
に
つ
い
て
も
、
復
旧
に

向
け
た
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
栽
培
漁
業
の

再
開
に
向
け
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
宮
ケ

崎
石
浜
地
区
水
産
加
工
団
地
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
よ
る
共
同
利
用
排
水
処
理
施
設
の

早
期
完
成
を
目
指
す
の
を
は
じ
め
、
地
域
に

不
可
欠
な
冷
凍
冷
蔵
保
管
能
力
の
回
復
の
た

め
、
角
浜
地
区
に
女
川
水
産
加
工
業
協
同
組

合
が
計
画
中
の
新
た
な
共
同
利
用
冷
凍
冷
蔵

施
設
整
備
に
対
し
、
国
の
制
度
を
活
用
し
た

な
か
で
所
要
の
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ま

た
、
石
浜
、
伊
勢
地
区
等
の
国
道
背
後
地
の

加
工
場
用
地
整
備
に
つ
い
て
も
復
旧
を
後
押

し
し
な
が
ら
、
復
興
に
向
け
て
産
業
界
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
み
や
ぎ
の
里
山
林

協
働
再
生
支
援
事
業「
み
や
ぎ
の
森
林
づ
く

り
」に
よ
る
町
有
林
へ
の
広
葉
樹
の
植
栽
を

引
き
続
き
実
施
す
る
の
を
は
じ
め
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
森
林
を
育
む
心

を
醸
成
す
べ
く
、
本
年
度
か
ら「
輝
望
の
椅

子
」事
業
と
し
て
、
新
生
児
1
0
0
日
目
の

お
祝
い
に
間
伐
材
を
利
用
し
た
手
作
り
の
木

製
椅
子
を
贈
り
、
木
材
利
用
促
進
の
一
助
と

に
よ
り
喪
失
し
た
全
漁
港
に
お
け
る
主
要
機

能
の
回
復
と
漁
業
生
産
基
盤
の
復
旧
を
急
ぎ
、

順
次
、
安
全
安
心
な
就
労
環
境
の
拡
大
と
早

期
の
供
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

県
が
事
業
主
体
と
な
る
女
川
漁
港
に
つ
い
て

も
災
害
復
旧
事
業
の
推
進
を
強
く
働
き
か
け
、

隆
盛
を
誇
っ
た
第
三
種
漁
港
と
し
て
の
再
生

を
促
し
ま
す
。
湾
口
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、

港
内
静
穏
度
の
確
保
と
町
民
の
生
命
、
財
産
、

社
会
資
本
の
防
護
を
目
的
に
、
国
、
県
が
提

唱
す
る「
粘
り
強
い
構
造
」の
実
現
と
早
期
完

成
を
求
め
ま
す
。

　

沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
民
自
ら
努
力

し
養
殖
業
を
再
開
す
る
な
か
、
漁
協
女
川
町

支
所
の
水
揚
げ
は
、
ギ
ン
ザ
ケ
・
ホ
タ
テ
を

を
中
心
に　

億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

29

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
安
定
し
た
漁
業
経
営◆初水揚げで高値がついたギンザケ

生
涯
学
習
課

教
育
総
務
課
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を
深
め
る
た
め
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
行

政
区
や
応
急
仮
設
住
宅
自
治
会
の
生
涯
学
習

推
進
員
等
と
連
携
し
、
地
域
住
民
の
学
習
要

求
に
対
応
す
る
た
め
、「
出
前
講
座
」の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
文

化
協
会
や
文
化
芸
術
支
援
団
体
と
連
携
し
、

創
意
と
工
夫
、
手
作
り
感
の
あ
る
町
民
文
化

祭
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
町
民
が
と
も
に
参

加
で
き
る「
の
ど
自
慢
大
会
」等
各
種
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
本
町
復
興
計

画
の
土
地
利
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町

内
の
指
定
文
化
財
の
保
護
を
強
化
し
、
そ
の

修
復
や
保
存
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
あ
る
江
島
法
印
神
楽
や
各
地
区
で
復
元

復
活
し
た
獅
子
振
り
等
、
無
形
文
化
財
の
普

及
伝
承
活
動
団
体
へ
の
支
援
を
継
続
い
た
し

ま
す
。

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

特
に
応
急
仮
設
住
宅
等
の
住
民
の
体
力
づ
く

り
推
進
事
業
を
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や

体
育
協
会
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
被

災
地
支
援
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
・

体
力
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
総
合
運
動
場
施

設
が
本
来
の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
全
天
候
型
の
人
工
芝
に
施
設
改
修
し

た
第
二
多
目
的
運
動
場
を
有
効
活
用
し
、
仮

称
ミ
ニ
運
動
会
を
実
施
す
る
な
ど
町
民
の
体

力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
引
き
続

き
配
置
し
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に

は
、
早
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、

個
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
必

要
な
支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、
保
育
所
等

も
含
め
た
関
係
機
関
と
連
携
し
、
併
せ
て
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
理
解
、
啓
発
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
町
内
外
の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
な
か
、
安
全
安
心
な

登
下
校
を
確
保
す
る
た
め
、
継
続
運
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
協
働
教
育

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
充
実
を
図
り
、

家
庭
教
育
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、
地
域
活

動
支
援
の
三
本
柱
を
基
軸
と
し
て
事
業
推
進

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
災
害
復
興
住
宅
の
完
成
に
よ

り
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
協
働
教
育
の
実
践
の
場
等
で
未
来
に

向
け
た
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

　

施
設
面
で
は
、
総
合
運
動
場
と
勤
労
青
少

年
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

図
書
館
事
業
の
運
営
に
お
い
て
は
、
町
民
の

読
書
活
動
推
進
の
た
め
専
用
車
両
を
使
用
し

た
移
動
図
書
館
を
継
続
し
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た「
家
読
」事
業

の
普
及
を
通
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
・

家
族
の
絆
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

再
編
し
、順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

す
。本
年
度
も
引
き
続
き「
確
か
な
学
力
・
豊

か
な
人
間
性
・
健
や
か
な
体
」の
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
基
盤
と
し
た
、心
豊
か
で
志
を

も
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
り
、児
童
生

徒
が
第
一
に
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
と
思
え

る
よ
う
な
、安
全
安
心
で
活
力
に
満
ち
た
魅

力
の
あ
る
教
育
環
境
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、防
災
担
当
主
幹
教
諭
、防
災
主
任
を

中
心
と
し
た
校
内
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ

り
一
層
推
進
し
、地
域
に
根
差
し
た
防
災
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
や
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
初
等
中
等
教
育
段
階
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
に
資
す

る
た
め
、
各
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置

し
、
英
語
指
導
体
制
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
臨
時
的
補
助
教
員
に
つ
い
て
も
、
個
々

の
学
力
、
体
力
向
上
の
た
め
引
き
続
き
配
置

し
、
学
習
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
保
健
室
、
図
書

室
に
空
調
機
器
を
設
置
す
る
な
ど
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、
関
係
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
児
童
生
徒

が
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
周
知

徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
、

児
童
生
徒
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
生

徒
指
導
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス

育
成
対
策
事
業
な
ど
の
助
成
を
行
い
、
商
工

業
再
生
へ
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
引
き
続
き
緊
急
雇

用
創
出
事
業
に
よ
り
雇
用
の
創
出
を
図
る
ほ

か
、
無
料
職
業
紹
介
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石

巻
お
よ
び
町
内
企
業
か
ら
の
求
人
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
、
就
職
の
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

就
労
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
施
行
し
た
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
補
助
金
制
度
の
周
知

徹
底
を
図
り
、
失
業
者
等
の
就
労
促
進
お
よ

び
就
労
者
の
能
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
法
律
相
談
を

引
き
続
き
実
施
し
、
多
様
化
す
る
消
費
者
問

題
や
二
重
ロ
ー
ン
な
ど
の
解
決
の
た
め
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
啓
発
活
動
を
継
続
し
、

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
石
巻
広
域
圏
企

業
誘
致
協
議
会
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
誘

致
活
動
や
、
首
都
圏
で
行
わ
れ
る
県
主
催
の

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
た
誘

致
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
震
災
か
ら

再
建
し
よ
う
と
す
る
地
元
企
業
や
新
た
に
本

町
へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
企
業
へ
の
必
要
な

支
援
を
講
じ
、
就
労
の
場
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、小
・
中
学
校
を

「
女
川
小
学
校
」、「
女
川
中
学
校
」の
２
校
に

　
　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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平成26
年度　女川町の

一般
会計当初予算

平成26年度 一般会計当初予算

町の予算とはいったいどのようなものでしょうか？

難しい言葉が多く並び、一般にはなかなか分かりづらいのでは

ないでしょうか。簡単に言うと、町の家計簿のようなもの。

第2回女川町議会定例会で平成26年度当初予算が可決されまし

たので、町民のみなさんにその主な内容をお知らせしながら、

もう一度予算について少し勉強していきましょう。

■用語解説集　予算・会計全般に関する用語について、分かりやすく説明します。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する支出金の総称のこと。
県支出金…県が自らの施策で、使途を特定して市町村に交付する支出金のこと。

地方交付税…全国的な一定行政水準確保のため、国が代わって税を徴収し、一定の基準により再分配する制度。

繰入金…一般・特別会計、または特別会計間での収支不足を補填するため、他方の会計から充当される資金。

町債…町が大きな事業をする際に借り入れをするお金で、返済は長期に渡って行われます。

●予算っていったいな～に？
　予算とは、まちの1年間（4月から翌年3月まで）にどの

くらいの収入があり（歳入）、それをどのようなことに使

うのか（歳出）を計画した家計簿のようなものです。この

予算は、「一般会計」「特別会計」「公営企業会計」の３つに

分けられています。

　本町における一般会計は、急務となっている復興に関

することのほか、福祉、教育など基本的な行政サービス

のための会計です。これらは主に、私たちが納める税金

でまかなわれています。

　特別会計は、公共料金や使用料など独自の収入がある特定の目的のための会計で、

本町には国民健康保険や介護保険、市場事業、下水道事業など、平成26年度は9つ

の特別会計があります。公営企業会計は、税金を使わない独立採算制で、本町では

水道事業会計にあたります。

　毎年、年度が始まる前にその年度通年の予算を編成しますが、これを当初予算と

呼びます。年度中途に生じた事由に対応する必要がある場合に編成する予算は、補

正予算と呼ばれます。

復興や福祉・教育など基
本的な行政サービスの
ための会計

一般会計

国民健康保険や介護保
険など、特定の目的の
ための会計

特別会計

町が経営する企業の会
計で、本町では水道事
業があります

公営企業会計
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◆主な内訳の増減

◆主な内訳の増減

総務費…国や地方自治体の歳出で公務員の給与などに使われるお金のこと。
衛生費…健康増進、疾病予防、環境保全、清掃費などに支出される費用。
民生費…高齢者や障がい者の福祉サービス、子育て支援、保育所などに支出される費用。
農林水産業費…農業・林業・水産業の振興や生産基盤整備などに支出される費用。
教育費…学校教育や生涯学習、スポーツや文化の振興などに支出される費用。
公債費…地方自治体が借り入れた地方債の元利償還費と一時借入れ金の利息の合計のこと。

　

町
の
予
算
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
税

金
や
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
有
効
に
活

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
し
て
効
果

的
に
支
出
し
て
い
き
ま
す
。
平
成　

年
度

26

の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
２
９
３
億
７
０

０
０
万
円
。
昨
年
度
と
比
較
し
て　

億
３

58

０
０
０
万
円
の
増
額（　

・　

％
増
）と
、

24

76

過
去
最
大
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
主
な
歳
出
と
し
て
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
や
共
同
排
水
処
理
施
設
の
購

入
費
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
な
ど
の
復
興

費
が
約　

億
円
の
増
額
。
ま
た
、
土
木
費

29

や
、
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
冷
凍
冷
蔵

庫
建
設
補
助
金
な
ど
で
農
林
水
産
業
費
が

大
幅
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
災
害
復
旧
費
は
９
億
円
超
の
減
額
と

な
り
、
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
ガ
レ
キ

処
理
等
が
終
了
し
て
災
害
復
旧
事
業
費
が

減
り
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
応
急
復
旧
か
ら
い

よ
い
よ
復
興
事
業
が
全
面
展
開
し
て
い
く
、

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
繰
入
金
が
約　

億
円
の
増

44

額
と
な
り
、
全
体
の
約　

％
を
占
め
て
い

50

ま
す
。
そ
の
う
ち
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
を
財
源
と
す
る
基
金
か
ら
の
繰
入
金

が
約　

％
を
占
め
、
今
後
の
復
興
事
業
の

80

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計予算

総額293億7000万円に

特別会計

3304 万円地方卸売市場特別会計

11 億 5503 万円国民健康保険特別会計

8128 万円後期高齢者医療特別会計

10 億 5132 万円介護保険特別会計

104 億 6743 万円土地区画整理事業特別会計

11 億 8185 万円下水道事業特別会計

3837 万円漁業集落排水事業特別会計

3917 万円浄化槽事業特別会計

12 億 9929 万円簡易水道特別会計

公営企業会計

14 億 9422 万円水道事業会計

※予算額＝経常費用－（減価償却費＋資産減耗費）
＋資本的支出

平成26年度 一般会計予算 内訳

増減額
平成25年度
（当初予算）

平成26年度
（当初予算）

区分

43億8917万円103億483万円146億9400万円繰 入 金

14億5383万円40億8164万円55億3547万円地方交付税

△4303万円31億9307万円31億5004万円町 税

△6億9375万円35億134万円28億759万円国庫支出金

4億4864万円18億1052万円22億5916万円県 支 出 金

2億7514万円6億4860万円9億2374万円そ の 他

58億3000万円235億4000万円293億7000万円合　　計

増減額
平成25年度
（当初予算）

平成26年度
（当初予算）

区分

28億9852万円111億8133万円140億7985万円復 興 費

11億9724万円23億5044万円35億4768万円土 木 費

10億9833万円12億374万円23億207万円総 務 費

2億7547万円16億9673万円19億7220万円衛 生 費

△9億2520万円28億3037万円19億517万円災害復旧費

11億193万円3億62万円14億255万円農林水産業費

1億8371万円39億7677万円41億6048万円そ の 他

58億3000万円235億4000万円293億7000万円合計

歳入

歳出

繰入金 
146億9,400万円 

地方交付税 
55億3,547万円 

町税 
31億5,004万円 

国庫支出金 
28億759万円 

県支出金 
22億5,916万円 

諸収入 
3億3,095万円 

その他 
5億9,279万円 

歳入 
293億 
7000万円 

復興費 
140億7,985万円 

歳出 
293億 
7000万円 

土木費 
35億4,768万円 

総務費 
23億207万円 

衛生費 
19億7,220万円 

民生費 
19億1,095万円 

災害復旧費 
19億517万円 

農林水産業費 
14億255万円 

教育費6億5,924万円 

公債費3億6,785万円 
消防費2億1,874万円 商工費 

1億9,797万円 
その他 
1億8,388万円 

労働費6億2,184万円 

※
各
グ
ラ
フ
・
表
の
数
値
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、合
計
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
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女川町職員人事異動
町では平成26年4月1日付けで職員の人事異動を次の通り発令しました。

新
規

採
用
職
員

2014
NEW
FACES

氏　名役　　　　　　職

≪生活支援課≫

今 村　 等生活支援課長

遠 藤 定 昌住宅専門監

≪復興推進課≫

小山内　大　 復興推進課技術参事（復興調整担当）

遠 藤 哲 也復興推進課長補佐（用地担当）

小 林 貞 二復興推進課技術主幹兼都市計画係長

伊 藤 憲 司復興推進課用地係長

小 松　 純復興推進課復興土地利用係長

� 橋 秀 幸復興推進課復興土地利用係主事　

≪建設課≫

木 村 公 也建設課長

鈴 木 貴 之建設課上水簡水係長兼下水道係

遠 藤　 智建設課下水道係技能員

≪産業振興課≫

遠 藤　 進
産業振興課参事兼地方卸売市場管理
事務所長兼市場管理係長

佐 藤 公 信産業振興課技術参事（水産担当）

山 田 康 人産業振興課長補佐兼公民連携室長

新 田　 太産業振興課観光係長

土 井 英 貴産業振興課公民連携室係長　

中 村 桂 子産業振興課公民連携室主事

≪会計課≫

阿 部 洋 悦会計課主幹兼出納係長

≪教育総務課≫

小海途　　　聡教育総務課長

≪生涯学習課≫

筧　 俊 明

生涯学習課参事兼社会教育主事兼生
涯学習係長兼勤労青少年センター副
所長兼総合運動場勤務兼勤労青少年
センター勤務

鈴 木 麻 子
生涯学習課体育振興係長兼総合運動
場体育指導係長兼総合運動場勤務

≪議会事務局≫

木 村　 司
議会事務局庶務係長兼議事調査係長
併監査委員書記　

◆
産
業
振
興
課

　

商
工
労
働
係

　

兼
観
光
係
主
事

　
　

阿
部　

達
至

◆
健
康
福
祉
課

　

介
護
保
険
係
主
事

　
　

木
村　

亮
太

◆
税
務
課
税
務
係
主
事

　
　

平
坂　

麻
耶

◆
総
務
課
総
務
係
主
事

　
　

平
塚　

大
輔

氏　名役　　　　　　職

≪総務課≫

三　浦　久　嗣
総務課長補佐
併選挙管理委員会書記次長

木　村　　　稔総務課主幹兼財政係長

田 浦 嘉 則総務課主幹兼管財係長

木 村 利 基総務課主査兼総務係

木 村 匡 志総務課主査兼管財係

佐　藤　　　望総務課総務係主事

松 川 志 穂総務課秘書広報係主事

≪企画課≫

佐 藤 雅 裕企画課長　

阿 部 清 人企画課長補佐（危機管理担当）　

� 橋 義 晴企画課原子力対策係長

阿 部 貴 之企画課防災係長兼震災記録係長　

≪税務課≫

鈴 木 浩 徳税務課長　

佐 藤 拓 也税務課固定資産係長

≪町民課≫

伊　藤　富士子町民課参事兼国保年金係長　

木 村 昭 浩町民課主幹兼住民登録係長　

小 山 幸 宏町民課主査兼町民生活係

草 刈　 彩町民課住民登録係兼国保年金係主事

≪健康福祉課≫

三　浦　ひとみ
健康福祉課技術参事（介護保険担当）兼
地域包括支援センター副所長

佐 藤 由 理
健康福祉課技術参事（健康対策担当）
兼保健センター副所長
兼地域福祉センター副所長　

高 橋 瑞 枝第一保育所長

木 村 雅 子第四保育所長

阿 部　 恵健康福祉課主幹兼長寿支援係長

阿 部　 豊健康福祉課福祉係長

木 村 明 宏
健康福祉課健康対策係長
兼保健センター勤務

三 浦 和 子健康福祉課介護保険係長

赤 間　 満健康福祉課長寿支援係主事

山 口 浩 子第一保育所保育士

草 野 郁 恵第四保育所保育士

浜　野　美由紀第四保育所保育士
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◆
第
一
保
育
所
保
育
士

　
　

吉
田　

聡
子

◆
第
一
保
育
所
保
育
士

　
　

八
木　

真
理

◆
建
設
課
土
木
係
技
師

　
　

佐
々
木
一
成

◆
建
設
課
建
築
係
技
師

　
　

木
村　

智
美

◆
生
活
支
援
課

　

住
宅
係
技
師

　
　

大
野　

雄
作

◆
健
康
福
祉
課
健
康

　

対
策
係
兼
保
健
セ

　

ン
タ
ー
勤
務
保
健
師

　
　

田
守　

未
来

氏　名役　　　　　　職

≪再任用職員≫

尾 形 昌 直税務課長補佐兼税務係長

阿 部 裕 孝生活支援課長補佐

� 橋 良 守復興推進課長補佐

中 郡 秀 吾企画課長補佐

武 山　欣一郎建設課長補佐

木 村 俊 一クリーンセンター副所長

≪派遣採用職員≫

我 妻 賢 一復興推進課長　

本 多 真 行
教育総務課教育監兼学務係兼総務係
（文部科学省）

亀 谷 克 彦
生活支援課住宅係長
（宮城県）

池 田 辰 紀
税務課主査兼納税係
（宮城県）

古 田 和 誠
生涯学習課生涯学習係技師
（宮城県）　

内 村 朋 之
建設課技術参事（建築担当）
（兵庫県）

中 西　 実
復興推進課技術参事
（兵庫県西宮市）

藤 原 倫 也
建設課技術主幹（下水道担当）
（京都府京都市）　

中 田 信 幸
生涯学習課長補佐（体育振興担当）
兼総合運動場副所長（愛媛県伊方町）

小 野 絢 也
生活支援課支援係長
（静岡県御前崎市）

片 岡 博 史
復興推進課都市計画係長
（兵庫県宝塚市）

光 岡　 徹
復興推進課都市計画係長
（愛知県豊田市）

氏　名役　　　　　　職

服 部　 實
復興推進課技術補佐（都市計画担当）
（宮城県任期付）

木 村　 孝
復興推進課技術補佐（都市計画担当）
（宮城県任期付）

鈴 木 伸 一
復興推進課技術補佐（都市計画担当）
（宮城県任期付）

郷 緒 和 夫
復興推進課技術補佐（都市計画担当）
（宮城県任期付）

日 下 剛 一
復興推進課用地係長
（宮城県任期付）

� 橋 義 昭
税務課主査兼固定資産係
（兵庫県任期付）

≪復興支援専門員≫

宮 崎　 稔
復興支援専門員生涯学習課生涯学習
係担当（復興庁）

荻 野 朗 子復興支援専門員建設課建築係担当
（復興庁）　

（以上　4月 1日付）

≪派遣採用職員≫

堀 江 辰 治
建設課技術補佐（下水道担当）
（宮城県任期付）

（以上　4月 2日付）

≪ 3月 31 日付退職≫

武　山　欣一郎建設課長

中 郡 秀 吾教育総務課長

木 村 俊 一
町民課技術参事兼クリーンセンター
副所長

昆 野 玲 子小学校調理員

遠　藤　優美子
生涯学習課参事兼生涯学習係長
兼勤労青少年センター副所長

阿 部 英 子町民課長補佐兼住民登録係長

大 平 祐 己健康福祉課付け医員

金 子 卓 矢
復興推進課用地係長
（愛知県豊田市）

三 岳 直 樹
復興推進課用地係長
（愛知県豊田市）

澤 田　 卓
復興推進課用地係長
（高知県香南市）

堤 下 寿 生
建設課建築係技術主査
（兵庫県西宮市）　

豊 田 恭 平
企画課企画調整係主事
（熊本県美里町）

阿久津　喜　行
復興推進課復興調整係主事
（栃木県芳賀町）

早 瀬 弘 英
復興推進課都市計画係技師
（兵庫県宝塚市）

岩 本 誠 史
建設課漁港係技師
（神奈川県川崎市）

田 村 憲 佑
建設課上水簡水係技師
（兵庫県川西市）

朝 見 幸 司
教育総務課学務係主事
（愛媛県伊方町）

福 沢 佳 典生涯学習課生涯学習係主事
（長野県松本市）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆
消
防
団
長

　
　

佐
藤　

孝
義

◆
代
表
監
査
委
員

　
　

丸
岡　

美
穂

《任期》
平成26年4月1日
～平成27年3月31日

《任期》
平成26年4月1日
～平成30年3月31日

◆
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

　
　

平
塚　

壽
和

◆
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
長

　
　

渡
邊　
　

清

《任期》
平成26年5月8日
～平成29年5月7日

《任期》
平成26年4月1日
～平成29年3月31日
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ONAGAWA   スピード感あふれる復興へスピード感あふれる復興へ
チームおながわ一丸となって頑張りますチームおながわ一丸となって頑張ります

金子卓矢
愛知県豊田市から派遣
復興推進課
用地係長
趣味：スポーツ

　愛知県の豊田市より参りました。４月に赴任
しましたが、役場で業務をされるみなさんの活
気に大変驚きました。明るいことだけが取り柄
です。早くみなさんと仲よくなり、女川のため
に少しでも力になれるよう鋭意専心します。

宮城県から派遣
税務課主査
兼納税係
趣味：野球

池田辰紀

　震災当時は石巻の合同庁舎に勤めており、そ
の際にこちらでり災証明書等の発行をお手伝い
させていただきました。微力ながら町の復旧、
復興の力になりたいと思っていますので、よろ
しくお願いします。

�橋義昭
兵庫県から派遣
税務課主査
兼固定資産係
趣味：将棋

　４月より兵庫県の任期付職員として派遣され

ました。初めての土地で分からないことが多く、

みなさんからいろいろ教えていただくことと思

います。女川の復興のために微力ではあります

が、お役に立ちたいと思います。

愛媛県伊方町から派遣
教育総務課学務係
主事
趣味：映画鑑賞

朝見幸司

　愛媛県伊方町より支援職員として派遣されま
した、朝見幸司と申します。教育総務課は初め
ての職場になりますが、女川町がより強く、大
きく復興・発展するための一助となるよう励み
ますので、よろしくお願いします。

岩本誠史
神奈川県川崎市から派遣
建設課漁港係
技師
趣味：鉄道全般

　4月からお世話になっています。女川には約
2年ぶりに訪れましたが、当時より着実に復興
が進んでいることを感じました。微力ではあり
ますが若さを活かしつつ、少しでも復興に貢献
できるように努めていきたいと思います。

熊本県美里町から派遣
企画課企画調整係
主事
趣味：釣り、野球

豊田恭平

　熊本県の美里町より参りました。復興業務に
携われることは責任を感じるとともに光栄でも
あります。町が一日でも早く復興し、町民の
方々が心豊かに暮らせますよう精一杯頑張って
いきますので、よろしくお願いします。

阿久津喜行
栃木県芳賀町から派遣
復興推進課復興調整係
主事
趣味：スキューバダイビング

　４月から復興推進課でお世話になっています。
震災の年の4月に訪れて以来、何度か足を運ば
せていただきましたが、来るたびに町が進化し
ていることに驚いています。その大きな進化に
精一杯貢献できればと思います。

長野県松本市から派遣
生涯学習課生涯学習係
主事
趣味：ドライブ、バスケ

福沢佳典

　復興事業に伴う遺跡発掘調査をするために長
野県より参りました。こちらに来て、長野に比
べて大きな夕日に感動しました。女川について
はまだ分からないことだらけなので、みなさん
に優しく教えていただければと思います。
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TEAM長長期派遣職員・支援員期派遣職員・支援員のご紹介のご紹介

中西　実
兵庫県西宮市から派遣
復興推進課
技術参事
趣味：旅行

　阪神大震災の恩返しのため、甲子園球場のあ
る西宮市から参りました。須田町長のリーダー
シップのもと、活力と笑顔あふれる女川の１日
も早い復興のために尽力していきたいと思って
います。

文部科学省から派遣
教育総務課教育監学務係
兼総務係
趣味：旅行、音楽鑑賞

本多真行

　みなさんの努力により着実に復興が進む一方、
今後、子どもたちの教育環境をどう充実させて
いくのかなど課題はまだまだ山積みしているよ
うに思います。女川の復興のために尽力します
ので、どうぞよろしくお願いします。

藤原倫也
京都府京都市から派遣
建設課
技術主幹（下水道担当）
趣味：テニス（硬式）

兵庫県宝塚市から派遣
復興推進課
都市計画係長
趣味：鑑賞全般

片岡博史

　兵庫県宝塚市より４月から赴任しました片岡
です。入庁して７年目と、まだまだ経験も浅い
中でどれほどの力になれるか分かりませんが、
少しでも町民のみなさん、職員のみなさんの負
担を減らせるよう頑張ります。

亀谷克彦
宮城県から派遣
生活支援課
住宅係長
趣味：旅行

　女川にはこれまで2、3回来たことがあります
が、気仙沼出身ですので、雰囲気が似ていて親
しみを感じています。女川はお祭りイベントが
多いと聞いていますので、楽しみにしています。
町の復興と発展のために精一杯頑張ります。

静岡県御前崎市から派遣
生活支援課
支援係長
趣味：城巡り

小野絢也

　御前崎市から初めての派遣職員となり、「自
分に何ができるのか？」と、緊張と不安が先行
していますが、須田町長の言葉にある「笑顔あ
ふれる故郷の再生」へ向けて、限られた時間で
すが貢献できればと思っています。

堤下寿生
兵庫県西宮市から派遣
建設課建築係
技術主査
趣味：旅行、陶芸

　西宮市役所から参りました。町の方々の優し
い人柄に触れ、町のために少しでも力になれた
らと思っています。仕事を全力で頑張り、東北
の美味しい物を食べ、温泉に入り、観光も楽し
みたいです。半年間よろしくお願いします。

愛知県豊田市から派遣
復興推進課
用地係長
趣味：ゴルフ、野球

三岳直樹

　女川の復興に携わる機会に恵まれ、クルマの
まち愛知県豊田市から参りました。東北もです
が、海辺での生活も初めてです。仕事はもちろ
ん、休日もいろんなことを体験して、密度の濃
い女川ライフにしたいです。

　定年退職後はテニスやゴルフ、バイクで古城
巡りなど悠々自適な毎日を夢想していましたが、
心の深層に変化が生じ、ここにいます。60過ぎ
のオッサンですが、若い職員に負けないよう精
一杯努めていきますのでよろしく！
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Information

５月のお知らせ

◆講習日時…5月25日（日）午前9時～正午
◆講習場所…石巻広域消防本部２階大会議室

　（石巻市大橋一丁目1番地1）
◆受講定員…30名（定員に達した時点で締切）
◆受講料…無料
◆受講年齢…中学生以上
◆申込期間…5月12日（月）～5月22日（木）
◆申込方法…申請書は、最寄りの消防署、分署、出
張所に常備。石巻広域消防ホームページからも
ダウンロード可。上記申込期間内に最寄りの消
防署、分署、出張所で申込み、受講票の交付を受
けてください。また、再講習の方は、受講申込時
および講習日に修了証を持参すること。

◆問合せ先
　石巻消防署　�95-7112
　石巻広域消防本部警防課　�95-7433

平成26年度 第１回普通救命講習Ⅰ
（一般公募）開催のお知らせ

石巻広域消防ホームページアドレス
http://isyoubou.jp/

１）救命講習案内閲覧方法
「ホーム」→「各課・署所」→「警防課」→「普通救
命講習会」

２）申請書ダウンロード要領
「ホーム」→「各種申請書・届出用紙」→「普通救
命講習受講申請書」

■技術海上・航空幹部
◆応募資格　下記までお問い合わせください。
◆受付期間　４月２５日（金）～５月１６日（金）

（締切日必着）
◆試験期日　６月３０日（月）
◆合格発表　８月８日（金）

■技術海曹・空曹
◆応募資格　２０歳以上、国家免許資格取得者
　　　　　　等
◆受付期間　４月２５日（金）～５月１６日（金）

（締切日必着）
◆試験期日　６月２７日（金）
◆合格発表　８月８日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆問合せ先　自衛隊宮城地方協力本部石巻地域
　　　　　　事務所　�83-6789

自衛隊　技術海上・航空幹部、
技術海曹・空曹を募集

町民バス５月の休日運行日

　町民バスでは、利用され

る方の利便性向上のため、

第２・第４土日の運行を

行っています。ご利用の際

は、運行日をお間違えのな

いようご注意ください。

◆休日運行日　

　１０日（土）、１１日（日）

　２４日（土）、２５日（日）

平成26年 経済センサス- 基礎調査・
商業統計調査の実施について

　総務省および経済産業省では、７月１日、経
済センサス‐基礎調査および商業統計調査を同
じ調査票で一体的に実施します。
　全国のすべての事業所および企業が対象です。
　調査票は6月末日までにお届けしますので、
調査へのご理解とご協力およびご回答をよろし
くお願いします。
◆問合先　役場企画課統計係

　�54-3131内線225

平成26年度
新人ハンター養成講座受講生募集

　狩猟免許を取得済み（予定）の方で有害鳥獣捕
獲などの社会貢献活動に意欲がある方を対象に、
狩猟に関する知識や獲物のさばき方などの初歩
的な技能の取得を目指す、養成講座を開催しま
す。
◆対象　おおむね50歳までの方
◆人数　20人程度
◆日時　平成26年6月～平成27年2月の土曜、
日曜（全10回）午前10時～午後3時
◆場所　宮城県クレー射撃場、その他県内４ヶ所
◆費用　実習費用など6000円（ほか免許試験手
数料、宿泊費など自己負担あり）

◆申込方法　申込書と400字以内の作文（応募
動機と抱負）を下記へ提出。

◆選考方法　作文
　日程、費用、申込方法など詳しくは問い合わ
せ、またはホームページをご覧ください。

◆問合せ先　宮城県自然保護課　
　�022-211-2673
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我歴 stock in 女川～冒険編～
6月1日（日）10時スタート！　女川町立女川小学校校庭
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５
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。
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時

第１回パソコン教室
初めての方でも大丈夫です。楽しく
パソコンにさわってみませんか？

パソコンの基本を学ぼう
エクセルで家計簿を
作ってみましょう

場所：きぼうのかね商店街内ワークリンク女川
申込締切：5月16日（金）
　　　　　　※7名程度で締切となります。
◆申込・問合せ先：教育委員会生涯学習課
　（総合体育館内）　�53-3151

5月21日（水）～６月18日（水）
毎週水曜日（全5回）　10時～12時
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◆
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　来春に予定されている JR 石巻線浦宿－
女川間の運行再開にあわせ、女川駅の新駅
舎と女川温泉ゆぽっぽが一体となった施設
の建設工事の安全を願い、3月25日に安全
祈願祭が行われました。施設は延床面積約
900 平方メートルで、世界的建築家の坂
（ばん）茂さんが設計し、ウミネコが羽ばた
く様子をイメージした曲線を描く大きな屋
根が特徴。以前より 200 メートル内陸側
へ移動し、7メートル嵩上げした場所に建
設されます。3階には展望フロアも設けら
れ、海へと続くプロムナードや商業施設と
併せて新しいまちのシンボルとなります。

新しいまちのシンボルに
JR 女川駅・温泉温浴施設安全祈願祭

タウン・ギャラリー

◆
竣
工
式
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は
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で
女
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！

　町民のみなさんが待ち望んでいた女川町
営運動公園住宅が完成し、3月28日に竣工
式が行われました。本町の中でもっとも早
く整備されたこの災害公営住宅は、高台に
あった町民陸上競技場跡地を整備、UR 都
市機構が建設工事を請け負い、わずか11ヶ
月でのスピード竣工となりました。ふれあ
いカフェなどコミュニティスペースも設け
られ、入居者代表として鍵のレプリカを受
け取った岡本貴明さんは「（転居も考えた
が）窓を開けて大自然がある環境にこだわ
りました。（子どもたちに）のびのびと育っ
てほしい」と新居への想いを語りました。

　3月27日、第一保育所の修了式が行われ、
特別ゲストとしてウルトラマンガイアがサプ
ライズ訪問しました。これは、被災地の子ども
たちの今と未来を支援する「ウルトラマン基
金」のヒーローキャラバンの一環として、ウル
トラマンの故郷「M78 星雲」にちなみ、78ヶ
所の被災地を円谷プロダクションのヒーロー
が訪れる活動です。今回の訪問がその第 78
ヶ所目にあたり、子どもたちはガイアの登場
に大はしゃぎ！記念撮影や握手など、修了の
よい記念となりました。シュワッチ！
※第一保育所への訪問は 2012 年に続き、
２度目となります

待望の運動公園住宅が完成
災害公営住宅整備事業

ウルトラマンガイアが登場
第一保育所修了式

◆
子
ど
も
た
ち
が
戸
田
さ
ん
の

華
麗
な
ド
リ
ブ
ル
を
追
う

　女川町総合運動場町民第二多目的運動場

の約1万2500平方メートルの人工芝への張

り替えが終了し、その落成記念セレモニーと

併せて、元プロサッカー選手の戸田和幸さん・

安永聡太郎さんらのサッカー教室と、東北社

会人サッカーリーグ 1部・コバルトーレ女川の

公式開幕戦が、3月 23日に行われました。

　サッカー教室には、石巻・東松島市のスポ

ーツ少年団 8チームから100 人以上が参加

し、戸田さんらのハイレベルな技術や話に聞き

入っていました。また、コバルトーレ女川は7－

1と大勝でホーム開幕戦を飾りました。

人工芝でボールを追って…
第二多目的運動場落成記念イベント
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タウン・ギャラリー
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　4月8日に女川中学校で、9日に女川小学
校でそれぞれ入学式が行われ、小学校は37
名、中学校は63名の新入生を迎えて新しい
学校生活がスタートしました。
　小学校では、新入生が2人1組で手をつな
いで入場し、名前を呼ばれると元気よく
「ハイッ！」のかけ声。学校生活にあたっ
て、「元気なあいさつをしましょう」「お話
をよく聞きましょう」「車に気をつけましょ
う」という3つの約束を�橋良一校長と交
わしました。また、児童の安全を願い、今
年も「すばらしい女川を創る協議会」から
ランドセルカバーが贈られました。

　4月2日、水産加工団地に共同の排水処理
施設を整備するため、町や水産加工業者な
ど関係者約50人が出席し、安全祈願祭が行
われました。これまで個別処理していた各
工場からの排水を一括処理するこの施設は、
民間企業がそのノウハウを活かして維持管
理・運営するPFI事業を町として初めて採
用。特別目的会社「（株）フィッシャリーサポ
ートおながわ」がその運営を担います。建設
には国の復興交付金を活用し、来年3月末
に完成する予定で、須田町長は「各企業のコ
スト削減、地域全体の競争力の強化にもつ
ながります」と話しました。

新しい学校生活がスタート
女川小学校・中学校入学式

排水処理に民間の知恵を活用
排水処理施設安全祈願祭
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　4月1日に満100歳の誕生日を迎えられた

阿部としみさんを須田町長と木村議長が訪れ、

祝金と記念品の贈呈を行いました。

　としみさんは江島生まれで、結婚後は 3 男

2女の5人の子どもに恵まれ、今では孫10人、

ひ孫 17 人、玄孫 4人の大家族に囲まれてい

ます。ハキハキとした性格で、食べ物の好き嫌

いもなく、お刺身が大好物だそうです。

　お医者さんから20 歳の心臓と言われるほ

ど健康なとしみさん。現在は長男夫婦と同居

し、ご家族に温かく見守られながら安心して過

ごしています。いつまでも健康に、お元気で！

　女川魚市場にて、4月 1日にはギンザケ、
2日にはコウナゴの初水揚げがありました。
生産量日本一を誇る養殖ギンザケは約4ト
ンが水揚げされ、1キロあたり 700‐750
円と昨年と比べて 160 円以上の高値で取
引されました。また、震災後初の水揚げと
なったコウナゴは約 7.5 トンが水揚げされ、
入札の結果１キロあたり 339‐700 円の値
がつき、各地に出荷されました。解禁当日、
朝日を浴びたコウナゴの魚体は黄金色に輝
き、市場に活気を与えていました。いよい
よ春漁真っ盛り、今後も豊漁が期待されま
すね！

祝！満 100 歳のご長寿
特別敬老祝金給付

女川の海は春漁真っ盛りへ
ギンザケ・コウナゴ初水揚げ
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最終報告会だより

平成25年度

女川町まちづくりワーキンググループ

《観光交流エリア検討チーム》
　女川の魅力である穏やかな水辺を活かし「くどける水辺」

「海・島・船・水とふれあえるまち」という 2 つのコンセプ

トを設定し、「町民が楽しみ、住みよいまちには、観光客も来

たくなる」との考えのもと、町民が楽しめる水辺空間の提案

が行われました。「くどける水辺」では、ライトアップによる

海辺の演出やイベントなどが開催できる復興のシンボルの創

出、駅から海岸まで誘導する仕掛けが提案されました。「海・

島・船・水とふれあえるまち」では、釣りや漁業体験、バーベ

キューができる場所づくりや散策したり子どもが遊べる交流

機能が提案されました。

《公共施設検討チーム》
　町内の公共施設の配置について、安全性と地域の活性化へ

の貢献度について分類した上で、各施設について議論してき

ました。プロムナード沿いのまちづくり拠点施設のあり方と

して、図書館や学習室のほか、カフェ・レストラン、ミニ映

画館など来訪者も立ち寄れる施設が必要との意見が出されま

した。

　また、医療・保健・子育て関連施設の連携について、役場

とのワンストップサービスの充実や、施設間の移動の負担を

軽減するサービスの提供の必要性などが提案されました。

　3月 26 日に、女川町まちづくりワーキンググループ報告会が開催されました。

これまで 4つの検討チームに分かれて話し合ってきた内容の報告と、全体定例会で

話し合ってきた女川魅力アップ戦略の内容についての報告を行い、町長とまちづく

り推進協議会会長より講評をいただきました。

平成 25年度の活動実績報告会が行われました！

開催日時： 3 月 26 日（水）18:30 ～ 20:30
開催場所：役場仮設庁舎２階第２会議室
参加者数：70名
　　　　　（一般参加者、町職員参加者含む）
【内容】
（1）各検討チームの検討成果報告
（2）全体定例会の報告
（3）町長とまちづくり推進協議会会長の講評

各検討チームからの報告

◆プロムナードの案

◆公共施設の配置案
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ワーキンググループに参加したい方（町外からのオブザーバー参加含む）、復興
まちづくりに対するご意見のある方は、下記までお問い合わせください。

役場復興推進課復興調整係　� 54-3131 内線 239
����������������������������������������������

《教育環境検討チーム》
　教育環境をめぐる検討課題を広く話し合った結果、「子ども

の体力・スポーツの育成」、「子ども会・育成会の活動」は、地域

で対応すべき課題という結論になったと報告がありました。

「子どもの体力・スポーツの育成」では、遊び場を増やす、スポ

ーツ少年団などの情報発信をすることが挙げられ、「子ども

会・育成会の活動」では、若い人の参加を促すことの重要性が

提案されました。

　また、地域で小中一貫校を支えるために、しっかりとした地

域コミュニティが必要であり、新しい地域コミュニティを形

成するために、実験的な取り組みをしてみることも必要との

提案が出されました。

《運動公園検討チーム》
　「女川町の自然環境を活かし、３世代で日常的に楽しめ、長

く滞在できる公園」をコンセプトとして掲げ、清水地区を 5

つのゾーンに分けて導入する機能について提案が行われまし

た。特に上流部の多自然型川づくりについては、検討チーム

の提案を受け、実現に向けた協議・検討が進んでいます。

　また、公園を魅力的にするための、住民主体の管理運営体

制として、町民が得意分野を持ち寄り、サークルのように楽

しみながら管理できる取り組みなどが提案されました。

　今年度は、復興事業の具体化に向けさらに議論を深める「ワーキンググループ（協働と参画
の場）」と、誰でも気軽にまちづくり活動に参加できる「まち活（学びと実践の場）」の二本柱
で開催します。
　5月 18日（日）には、説明会を兼ね、東京理科大学の伊藤香織准教授をお招きして講演会
を開催します。詳しくは、広報おながわと一緒に配布したチラシまたはホームページをご覧
ください。

平成26年度の予定

◆地域ぐるみで子どもを

　育むためのイメージ

◆
上
流
部
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案

　毎月の全体定例会で、女川魅力アップ戦略につ

いて話し合った結果が報告されました。女川の魅

力として「自然・歴史が豊かなまち」「魚がおいし

いまち」「定住促進（子育て、起業支援）」の３つ

のテーマで話し合い、リアス式海岸を活かした景

観のＰＲ、漁業体験と食を連携させたＰＲ、子育

て・保育環境の充実度をＰＲするなど、町を対外

的に発信するためのアイデアが報告されました。

全体定例会の報告

※報告会の資料は町ホームページ→女川町復興計画ページ内、「各種協議組織」→「女川町まちづくり協議会
ワーキンググループ」にてご覧いただけます。また、プリント版は復興推進課窓口でもお渡しできます。
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　石巻地域若者サポートステーションでは、厚生労働省認

定事業として15歳～39歳の若年無業者およびその家族の

方を対象に、就労・進学などの社会的および職業的自立に

向けた各種支援を行っています。

■支援対象者　15歳～39歳の求職中の方、

　　　　　　　進学を考えている方、およびその家族

■支援内容　相談（無料）、各種セミナー（一部有料）

■開 所 日　月曜日～金曜日　10時～18時

■場　　所　石巻市西山町6-39カムロ第2ビル2階（ウジエスーパー裏）

■申し込み　事前に電話で申し込みください。

■問合せ先　石巻地域若者サポートステーション　�90-3671

石巻地域若者サポートステーション
若
者
の
自
立
と

就
職
を
支
援
し
ま
す

ご 案 内

サッカー教室開催 
＆サッカーボール寄贈
　3月23日に行われた第二多目的運動場落成記念イベ

ントで、多くのみなさんのご厚意により、サッカー教室

の開催とサッカーボール120個が寄贈されました。

※16Pに関連記事

ご協賛いただいたみなさま（五十音順／敬称略）
■法人

（株）朝倉、（株）FWS JAPAN、Quest-Com（株）、（株）グ

ローリーフィールド、自由が丘サッカークラブ、（株）セン

ト・フォース、茶屋、東京ベイＦＣ Ｕ-15、（株）ナチュラル

タイム、（株）ベガスベガス、（株）Moupassion

■個人

浅山隆志（海山）、伊藤靖洋（ホームメイトFCエスケイ・

プランニング（有）代表取締役社長)、井上晋助、内田功、

岡崎家一同、黒川雄喜、小久保知洋、小林家、坂本直也

（（株）ヴァンクール）、玉井勝善（（株）SORA 代表取締役

社長）、芳賀昭文（（株）スパイラルアップ 代表取締役社

長）、花柳貴彦、早川潔佳、保泉昭子、堀井章子、町野健

（（株）グライダーアソシエイツ 代表取締役社長）、八住

宰敦、ほか協賛者のみなさま
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復興庁からのお知らせ

　東日本大震災により被害が生じた住宅の被災時の所有者が、引上げ後の消費税率が適用さ

れる時期に、新たに住宅を建築・購入し、または被災住宅を補修（※）し、その住宅に居住して

いる場合に、給付を受けることができる制度です。

　制度の内容、申請対象、申請書類等は、ホームページまたはコールセンターでご確認くだ

さい。※補修の申請の際は、補修前後の写真が必要になります。

住まい 給付金 興 復 の 

■問合せ先

住まいの
復興給付金事務局

コールセンター（受付時間：9：00～17：00
土・日・祝日を含む）

TEL.0570-200-246（有料）

ホームページ

http://fukko-kyufu.jp

　あなたの大切な自転車を守るため、「自転車防犯登録」をしま

しょう。防犯登録さえしていれば、盗難被害に遭った場合、い

ち早く自転車の持ち主を確認してお返しすることができます。

自転車防犯登録は、法律により自転車を利用する人が、新車・

中古車を問わず登録を受けなければなりません（幼児用自転車

は除く）。手続きはいたって簡単。お近くの自転車販売店で登

録料500円を支払って必要事項を書類に記入し、防犯登録証を

張り付けて完了です。

　引っ越しして住所が変更したり、自転車の持ち主が変わった

場合などは、住所変更・所有者変更の手続きが必要となります。

自転車に防犯登録を！　大切な自転車を盗難被害から守るために…
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町
民
課
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

後期高齢者医療保険・国民健康保険後期高齢者医療保険・国民健康保険　

■平成26年度・27年度の後期高齢者医療保険料率について

　後期高齢者医療保険料は、被保険者が均等に負担する「被保険者均等割額」と、被保険

者の前年所得に応じて決まる「所得割額」の合計額となっており、各都道府県の広域連合

で２年ごとに見直されます。宮城県の平成２６年度、２７年度の保険料率は、宮城県後期高

齢者医療広域連合議会において、次のとおり決定されました。

 均 等 割 額　　42,960円（平成24年度・25年度　40,920円）　

 所 得 割 額　　賦課のもととなる所得×8.56％（平成24年度・25年度　8.30％）

 賦課限度額　　57万円（平成24年度・25年度　55万円）　　　

なお、平成26年度の個々の保険料額は７月にお知らせします。

◆問合せ先　宮城県後期高齢者医療広域連合　�022-266-1021

　役場　�54-3131 町民課国保年金係（内線119）、税務課税務係（内線141）

■国民健康保険の加入・脱退の手続きについて

　国保に加入されていた方が会社に勤めて職場の

社会保険に加入した場合や、会社を辞めて社会保

険の資格を喪失した方などは、住民登録地での国

民健康保険手続きが必要となります。届出に必要

な書類を確認のうえ、町民課国保年金係（２番窓

口）で手続きをお願いします。

◆問合せ先　役場町民課国保年金係　�54-3131内線118、119

　その他、転居や死亡、出生などに伴う国保の手続きについては、町民課国保年金係ま

でお問い合わせください。

※マル学について…就学のため、親元を離れ女川町から住所を移している学生がいる場

合は、保険証・印鑑・在学証明書を持参し、手続きすることで、特例により親元の国

民健康保険に加入することができます。ただし、マル学の届出をされていた方が卒業

などにより学生でなくなった場合は、女川町の国保を喪失する手続きが必要ですので、

保険証と印鑑を持参のうえ、手続きしてください。

※国保の加入日や喪失日は、届出を行った日ではありませんので、ご注意ください。
　　　

保険証などをお送りする時は、住民登録している住所宛にお送りしています。

現在、住民登録地と異なる場所にお住まいの方は、お近くの郵便局で転送手続

き（転居届）を行ってください。なお、すでに手続きをした方であっても、転送

期間は届出から１年間となっていますので、転送期間を経過している場合は再

度手続きをお願いします。

職場の保険証、国保保険証、印
鑑

必
要
書
類

職場の健康保険に入ったとき
職場の健康保険の被扶養者に
なったとき国保を脱退するとき

国保保険証、印鑑他市町村へ転出するとき

職場の健康保険資格喪失証明
書、印鑑

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者で
なくなったとき国保に加入するとき

他市町村の転出証明書、印鑑他市町村から転入するとき

お
願
い
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■国民年金学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、

学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定（下記「所得のめやす」参照）

以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられていま

す。保険料の納付が困難な学生の方は、未納にはせずこの制度をご活用ください。

国民年金保険料の納付が困難な、所得が基準額以下の学生

・年金手帳　　・学生であることを証明する書類（学生証や在学証明書）
※転入されてきた方の場合、前住所地より所得証明書等を取り寄せていただくことがあります。

118万円＋（扶養親族等の数×38万円）＋社会保険料控除等
※申請者本人所得のみを審査します
※申請する期間によっていつの所得を審査するのか異なります。
　詳しくはお問い合わせください。

保険料の納付期限から２年を経過していない期間（申請時点から２年１ヶ月前までの期間）
※平成26年４月１日から、法律の改正によりさかのぼって申請できるようになりました。

国民年金国民年金　

住民登録住民登録

■戸籍謄本等証明書を取得するには

　戸籍は本籍地の市区町村で交付されます。このため本籍が女川町にある人だけが申請
でき、他市区町村に本籍がある人は女川町では交付申請ができません。
　交付申請をするときは、次の点に注意してください。
①本籍・筆頭者は正確に記入してください。戸籍の筆頭者とは、戸籍の一番初めに記載
されている人をいいます。 すでに筆頭者が 亡くなっていても、変わりません。
②謄本（全部のもの）と抄本（個人のもの）がありますので、あらかじめ提出先に確認のう
え申請してください。
③親子（直系）以外の戸籍を申請する場合は、使用目的も記入した本人からの委任状が必

要です。例えば、子が結婚して新しい戸籍ができた場合、親が子の戸籍謄本（全部のも
の）は申請できますが、子の配偶者の戸籍抄本（個人のもの）は委任状を必要とします。
④戸籍には、このほかに除籍・改製原戸籍がありますが、申請は原則直系の方に限られ
ます。親族でも委任状が必要となります。

　①本人確認書類（窓口においでになる方の分）
　　運転免許証、住民基本台帳カード、パスポートなど
　　上記のものをお持ちでない方は、健康保険証、年金手帳や診察券など２種類以上
　②認印（シャチハタ印不可）
　③親子（直系）以外の方が申請する場合、委任状

◆問合せ先　役場町民課住民登録係　�54-3131内線120・121

申請に必要なもの

申請できる方

申請に必要なもの

所得のめやす

申請できる期間

年金手帳 
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■平成25年度分の学生納付特例の承認を受けている方

　平成２５年度に学生納付特例の承認を受けた方で、平成２６年度も在学予定としていた方

には、日本年金機構より「国民年金保険料学生納付特例申請書（ハガキ形式）」が郵送され

ます。平成２６年度も学生納付特例制度を利用したい方は必ず返送してください。

※在学する学校や卒業予定年月などに変更があった場合は、再度窓口にて申請手続きが

必要となりますのでご注意ください。
　　　

≪ご注意！≫

　さかのぼって申請ができるからといって申請を先延ばしにすると、万一障害や

死亡といった不慮の事態が発生した際に、障害年金や遺族年金を受けられない恐

れがあります。免除を希望している場合は、申請を先延ばしにせず、すみやかに

申請しましょう！また、過去分の申請は、申請が遅れると申請できる期間が短く

なります。申請に行くのが難しい場合は郵送での申請も受け付けいたしますので、

まずはお電話にてご相談ください。

　　　

●学生でない方で免除申請希望の方

通常の保険料免除申請をすることができます（本人、配偶者、世帯主の所得が審

査されます）。過去期間で未納があり免除希望の方は早めに申請しましょう。

◆問合せ先　役場町民課国保年金係 �54-3131内線119

　法務省および全国人権擁護委員連合会は、

昭和57年度から人権擁護委員法が施行され

た６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、こ

の人権擁護委員の日を中心として、国民に対

する人権擁護委員制

度の周知に努めると

ともに、人権尊重思想

の普及高揚を呼びかけています。

（問合せ先：仙台法務局石巻支局・石巻人権擁護委員会

　　　　　　�22-6188）

　人権擁護委員は、人権に関す
る相談を受けたり、命や思いや
りの心の大切さについての理解
を深めてもらうための活動をし
ています。毎日の生活を営んで
いくうえで、「これは人権問題
じゃないか？」と感じたら、ひと
りで悩まず、近くの人権擁護委
員に相談しましょう。
　相談は無料、秘密は守られます
ので、安心して相談しましょう。

無料人権相談
いじめ・虐待などの人権侵害、金銭トラブルなど

[相談員] 　女川町人権擁護委員

◆問合せ先　役場町民課町民生活係

　　　　　　�54-3131内線113

人権擁護委員を
　　　ご存知ですか？

一日行政相談（同時に開催しています）
国や公共団体などの仕事や行政に関すること

[相談員] 　阿部 求 行政相談員

◆問合せ先　役場総務課秘書広報係

　　　　　　�54-3131内線213

6/5 木
午前10時～午後3時
場所：オレンジハウス（小学校体育館脇）

「人権擁
護委員の

日」にあ
わせて

無料人権
相談

を実施し
ます
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＊消費生活相談員からひとこと＊
新年度を迎え新しい環境で緊張していたのが少し慣れ、疲れが出てくるころです。時間がある

と、つい、あれもこれもと予定してしまいがちですが、のんびり過ごすのもいいですね。

★困ったときは町の消費生活相談員にご相談ください★
役場産業振興課消費生活相談員デスク　�54－3131内線245

春に注意したい消費者トラブル
　春は進学や就職、転勤に伴い、新しい生活を始める方が多い季節です。町でも災

害公営住宅への入居が始まり活気づいていますね。今回は「春に注意したい消費者ト

ラブル」をご紹介します。トラブルなく生活をスタートさせるために、内容をよく確

認しましょう。

こんな事例がありました。

①契約した引っ越し業者が指定した作業時間を守らず、作業終了時間もオーバー

し、対応が悪かった。

②引っ越しの際、２年間使った冷蔵庫のドアに傷がついた。業者に言っても対応

が悪く、「１万円で示談にしよう」と言ってきた。納得がいかない。

引っ越しサービス！

□　引っ越し業者を選ぶ際は、複数業者から見積もり

を取り、作業内容や補償について確認しましょう。

□　契約時は、見積書を受け取るとともに約款を確認

し、疑問があれば確認しておきましょう。

□　引っ越しが終わったら荷物を確認し、紛失や損傷

があればすぐに業者に連絡しましょう。

相談員の アドバイス

中学生の子どものために家庭教師の契約をしたが、当初の説明と違って多額の教

材費用がかかることが分かった。解約したい。

家庭教師！

□　学習教材や学習指導の質などは、実際に利用して

みないと分からず、契約の際に説明の真偽を確認

するのは難しい場合があります。その場で契約せ

ずに、冷静に検討しましょう。

□　契約の際は契約書をよく読み、解約等の条件を確

認しましょう。

相談員の アドバイス

消費生活情報館
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◆保健センターからのお知らせ

りよだ健保

あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
に
な
る
と
、
脳

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
、
気
分
が

落
ち
込
ん
で
何
事
に
も
興
味
が
持
て

な
く
な
り
、
生
活
に
支
障
が
出
て
し

ま
い
ま
す
。
心
配
事
・
過
労
・
ス
ト

レ
ス
が
長
く
続
い
て
し
ま
っ
た
時
に

な
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

う
つ
と
い
う
と
、
憂
う
つ
な
気
分

や「
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
、
死
ん

で
し
ま
い
た
い
」と
思
う
な
ど
、
気

持
ち
の
面
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
実
際
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は
気
分
の
落

ち
込
み
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
が
多
く
、
不
眠（
眠
れ
な
い
。

起
き
た
い
時
間
よ
り
早
く
に
目
が
覚

め
、
そ
の
後
眠
れ
な
い
）、
頭
痛
、

疲
れ
や
だ
る
さ
、
食
欲
不
振
な
ど
の

体
調
不
良
を
訴
え
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
根
性
や
気
の
持
ち
よ
う
で
何

と
か
な
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

心
の
強
さ
弱
さ
と
う
つ
は
全
く
関
係

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
環
境
が
変

わ
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
急
激

な
環
境
の
変
化
が
原
因
で
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
体
調
を
崩
し

て
し
ま
う「
五
月
病
」も
、
う
つ
の
一

◆
う
つ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

う
つ
。
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
言
葉
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
、
こ
の

う
つ
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
か
？　

突
然
で
す

が
ク
イ
ズ
で
す
。
左
上
の
文
章
を
読

ん
で
、
Ａ
と
Ｂ
ど
ち
ら
の
文
章
が
正

し
い
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
は
、
第
１
問
が
Ｂ
、
第
２
問

が
Ａ
、
第
３
問
が
Ｂ
で
す
。
何
問
正

解
し
ま
し
た
か
？

　

う
つ（
病
）は
日
本
人
の　

人
に
１

15

人
は
か
か
る
と
言
わ
れ
、
特
別
な
人

だ
け
が
か
か
っ
て
し
ま
う
病
気
で
は

第１問　ストレスが長い間続いてしま
うと、

Ａ．気持ちの弱い人だけが、うつ
（病）になる

Ｂ．だれでも、うつ（病）になる可能
性がある

第２問　一生のうち、うつ病にかかる
人の割合は、

Ａ．約１５人に１人と言われている
Ｂ．約１５０人に１人と言われている

第３問　うつ状態になったら、
Ａ．気合いと根性で頑張るのがよい
Ｂ．ゆっくり休んで誰かに相談する
のがよい

「うつ」に関するクイズ

私たちの健康は私たちの手で

　食生活改善推進員とは、食生活

の改善や、健康づくり活動を推進

する健康づくりボランティアです。

食生活や地域の健康づくりに関心

がある方や地域との交流や活動を

したい方、食べること、料理を作

るのが好き、家族・周囲の人を健

康にしたい方など大歓迎。

　料理教室や講習会の開催、イベ

ント・事業でのお手伝いなど、あ

なたも一緒に楽しい健康づくり活

動に参加してみませんか？

　食生活改善推進員になるには、

町が開催する「食生活改善推進員

養成講座」を受け、その後、活動

することができます。

　興味のある方は保健センターま

で、ご連絡ください。

食生活
改善推進員さん大募集 つ

の
形
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
朝
日
を
浴
び
る
、
②
適
度
な
運
動
、

③
十
分
な
睡
眠
、
④
楽
し
み
を
見
つ

け
る
、
⑤
頑
張
り
す
ぎ
な
い
、
⑥
相

談
相
手
を
見
つ
け
る
、
と
い
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
込
み
す
ぎ
て
う
つ
に
な
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
、
ス
ト
レ
ス
を
上
手

に
や
り
す
ご
す
工
夫
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●精神保健福祉相談

　健康で自分らしい生活を送るためには、からだと

ともにこころの健康が大切です。眠れない、食欲が

ない、落ち込むことが多いなど、心配事のある方や、

ご家族など本人以外の方もお気軽にご相談ください。

精神科医が担当します。

■日　時　5月14日（水） 14:00～

■担当医　あけぼのクリニック　赤坂　正先生

■場所・連絡先　保健センター　�53-4990

　　　　　　　　　　　　（地域福祉センター１階）

日
本
人
の　

人
に
１
人
が
か
か
る
病
気「
う
つ
」

15
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町民の
みなさ

んに、

毎月、
美味し

いレシ

ピをお
届けし

ます！

女川町保健センター
�53-4990

（地域福祉センター 1階、　　　
　　　地域医療センター向かい）

健康や保健に関する窓口です。母子手
帳の交付、各種健診、身体・栄養・こころ
の健康相談、保健指導、予防接種および
さまざまな健康づくりのお手伝いを
行っています。保健師・管理栄養士・精
神保健福祉士・臨床心理士などの職員
がいますので、気軽にご相談ください。

Information インフォメーション

◆乳がん検診実施のお知らせ 

会場の案内：受診票と同封してお送りします 

※平成26年度の各種検診申込書で申し込みをされた方に受診票を配布します。申
し込みをしていない方でも受診できますが、検診対象年齢がありますので、保
健センターに連絡をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　 

5月28日（水）～5月31日（土） 

　今回から始まりました女川キッチン。初回となる今
回は、多目的仮設集会所で実施している「男の料理教
室」にて、鈴木 浩シェフが考えたとっておきレシピ

「簡単！根菜たっぷり筑前煮」をご紹介します。
　シェフは「だしには、素材の味や調味料の持つ味、
うまみを引き立てる効果がありますよ」と太鼓判。ぜ
ひ、お試しあれ。

～簡単！根菜たっぷり筑前煮～

�干し椎茸は、ぬるま湯に１時間位ひたして柔ら
かく戻す。戻し汁に水を加えて750�★作る。

�１）さやえんどうはへたとすじを取り、塩
少々を入れた熱湯でさっと茹でる。

２）干し椎茸は軸を切り、斜め半分に切る。
３）にんじんは皮をむき、たけのこと一緒に
一口大の乱切りにする。

４）板こんにゃくは一口大にちぎって湯上げ
し、ざるに取っておく。

５）れんこんは皮をむいて一口大の乱切りに

し、酢水に入れて、アクを取る。
６）鶏もも肉は一口大に切る。

�鍋にサラダ油を熱して鶏肉を炒め、色が変
わったら１）以外の野菜・こんにゃくを入れて
中火で炒め、★の戻し汁を加えて強火で煮る。

�煮立ったら中火にし、○の調味料を加え、煮
汁が半分になるまで煮る。

�野菜が柔らかくなったら、みりんを回し入れ、
強火で煮詰め、照りを出す。器に盛り、さや
えんどうを添えて、出来上がり。

�����������作り方

�������

�������
保健センターの管理栄養士がススメる

【
材
料
】（
6
人
分
）

鶏
も
も
肉
…
…
…
…
６
０
０
ｇ

干
し
椎
茸
…
…
…
…
…
…
６
枚

　

↓
★
戻
し
汁
＋
水
７
５
０
�

に
ん
じ
ん
…
…
…
…
１
／
２
本

た
け
の
こ
…
…
…
…
…
…
１
本

板
こ
ん
に
ゃ
く
…
…
１
／
２
枚

れ
ん
こ
ん
…
…
…
…
…
…
１
節

さ
や
え
ん
ど
う
…
…
…
…　

枚
12

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
大
さ
じ
１

○
砂
糖
…
…
…
…
…
大
さ
じ
３

○
酒
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
３

○
醤
油
…
…
…
…
…
大
さ
じ
４

○
顆
粒
だ
し
…
…
…
大
さ
じ
２

○
鶏
ガ
ラ
だ
し
…
…
大
さ
じ
１

み
り
ん
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１



平成26年5月の行事予定

女川町子育て支援センター女川町子育て支援センター
地域福祉センター１階地域福祉センター１階　�� 24-934124-9341

　★　5月の休館日のお知らせ　★

８日（木）：６ヶ月児育児教室
　　　　　（１３時まで利用可）
１５日（木）：２歳児歯科健診
　　　　　（１１時まで利用可）
１６日（金）：１歳６ヶ月児健診　
　　　　　（１１時から利用可）
２８日（水）～３０日（金）：
　　　　乳がん検診により休館になります

－ 28－

≪お母さんありがとうの会≫
主　催：女川町子育て支援センター

日　時：5月 9日（金）10時 30 分～

場　所：女川町子育て支援センター

内　容：お母さんに感謝の気持ちをこめて、

プレゼントを作ります！

臨時職員募集のお知らせ

■
募
集
職
種
、
人
数

　

臨
時
指
導
員
…
２
名

■
勤
務
場
所　
　

　

女
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
任
用
期
間

　

任
務
開
始
日
か
ら
平
成　

年
２６

９
月　

日
ま
で

30

■
職
務
内
容

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
来
所

児
童
の
保
育
業
務
等

■
勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

分（
週
休
２
日
）

15
■
賃
金
日
額

　

日
額
８
、
５
０
０
円（
１
時

間
あ
た
り
１
、
０
９
６
円
）

■
資
格
要
件

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
心
身

と
も
に
健
康
な
方

■
募
集
職
種
、
人
数

　

臨
時
保
育
士
…
１
名

■
勤
務
場
所

　

女
川
町
立
保
育
所

■
任
用
期
間

　

任
務
開
始
日
か
ら
平
成　

年
26

９
月　

日
ま
で

30

■
職
務
内
容

保
育
所
入
所
児
童
の
保
育
業

務
■
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

分（
週
休
２
日
）

15
■
賃
金
日
額

　

日
額
９
、
2
０
０
円（
１
時

間
あ
た
り
１
、
1
8
7
円
）

■
資
格
要
件

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
心
身

と
も
に
健
康
な
方

■
募
集
職
種

　

臨
時
指
導
員
…
１
名

■
勤
務
場
所

　

女
川
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

■
任
用
期
間

　

任
務
開
始
日
か
ら
平
成　

年
26

９
月　

日
ま
で

30

■
職
務
内
容

　

女
川
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
児
童
の
保
育
業
務

■
勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

分（
利
用
希
望
が
あ
る
場

30合
は
土
曜
日
も
勤
務
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

※
小
学
校
長
期
休
業
中
は
、
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

30

15

分
■
賃
金
日
額

　

日
額
８
、
５
０
０
円（
１
時

間
あ
た
り
１
、
０
９
６
円
）

■
資
格
要
件

　

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭

免
許
等
を
有
す
る
心
身
と
も

に
健
康
な
方

　

申
し
込
み
方
法
は
３
ヶ
所
す

べ
て
共
通
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

　

随
時
受
付（
平
日
８
時　

分
30

　

〜
午
後
５
時　

分
）

15

◆
必
要
書
類

・
履
歴
書
１
通（
女
川
町
指
定

用
紙
ま
た
は
日
本
工
業
規
格

準
拠
書
式
）

・
資
格
証
書
の
写
し
１
部

◆
採
用
試
験

　

応
募
が
あ
り
次
第
随
時
実
施

（
後
日
、
日
時
等
通
知
）

　

試
験
内
容：

作
文
試
験
お
よ

び
口
述（
面
接
）試
験

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　

〒
９
８
６
‐
２
２
６
１

　

女
川
町
女
川
浜
字
大
原
３
１

６　

女
川
町
役
場
健
康
福
祉

課
福
祉
係（
仮
設
庁
舎
１
階

④
番
窓
口
）�　

－

３
１
３

５４

１
内
線
１
３
５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

町
立
保
育
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
方
法
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こ
の
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
す

地域包括支援センターだより

「心のかぜ」うつ病を
　　 予防しましょう！

　新年度を迎え、早くも１ヶ月が経過しました。春の陽気

とともに心もからだも芽を出していくといいですが、世の

中から孤立していると感じてしまう高齢者も少なくありま

せん。

　「うつ病」は誰でもかかる可能性の高い病気で、気になる

人も多いのではないでしょうか？今回はそんな、“心のか

ぜ”うつ病予防についてお話していきましょう。

今月の

テーマ

女川町地域包括支援センター
�53-2272

（地域福祉センター 1階、　　　
　　　地域医療センター向かい）

高齢者のための総合相談窓口です。住
み慣れた地域での暮らしを継続できる
よう、社会福祉士、ケアマネージャー
の資格をもつ職員が、介護、介護予防、
権利擁護、介護認定、認知症、その他
ご心配なことなど、ご相談に応じます。

Information インフォメーション

高齢者はうつ病になりやすい、だからこそ対策が大切！

次のようなサインが見られたら、

相談しましょう。一度、チェッ

クを付けてみてください。

毎日の生活に充実感がない ………………………□

これまで楽しんでやれていたことが
楽しめなくなった …………………………………□

以前楽にできていたことが
今ではおっくうに感じられる ……………………□

自分が役にたつ人間だと思えない ………………□

わけもなく疲れたような感じがする ……………□

５つの対策
　　　頑張りすぎない！いつも

と違うと感じたら休みま
しょう

�　つらい気持ちを話してみま
せんか？信頼できる人に協
力してもらいましょう

�　自分の負担を軽くしましょ
う（家事労働など）

�　生活リズムを整えましょう
�　十分に休養をとりましょう
�　重要な決定をせず、判断し

づらい時は先に延ばしま
しょう

身近な人がうつ病に…

●聞き役に徹しましょう

●相手の気持ちを理解しましょ

う

●一緒に考える姿勢を示しま

しょう

●相談内容を他人にもらさない

ようにしましょう

●病院へ付き添いましょう

!
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診療受付時間（急患は24時間対応）
　　午前８：３０～１１：３０
　　午後１：３０～５：００

5 月の　　　
外来診療科・診療日

皮膚科
整形
外科

眼科
心療
内科

小児科総合診療診
療
科 午前午前

午後午後
午後午前午後午前

（午後４：00まで）

－－－－●●●●月

－－－●●●●●火

－－－－●●●●水

－－●－●●●●木

●●－－●●●●金

－－－－－17日－●土

女川町地域医療センターからのお知らせ

ストレスと適応障害について ～いわゆる「五月病」の対策～

女川町地域医療センター（輝望の丘）　� 53-5511

今月の糖尿病教室

内容：低血糖について
講師：外来看護師　阿部恵美子
担当：阿部・横田
　　　看護師・阿部
※予約制ですので、上記担当へご
連絡ください。

５月28日（水）　午後２：30～

5 月の巡回診療　　

７日（水）
２１日（水）

石巻バイパス
仮設住宅東側集会所
午前 9：30～

１４日（水）
２８日（水）

出島仮設住宅
談話室（寺間側）
午後 1：30～

２１日（水）
江島診療所
午後 1：30～

※巡回診療は予約制です。
外来受付までご連絡を。

■総合診療外来
　内科･外科･整形外科･小児科､その他､科を問わずご相談ください。

■職員募集中！
　看護師・介護福祉士・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
　※職員採用の詳細については総務課までお問合せください。

　4月から新年度が始まり、春らしく穏やかな季節を迎えます。同時に、進学・進級・就職・異

動、あるいはいろいろな制度の変更などのために環境の変化を感じることが多い時期でもあり

ます。このような変化に適応できず緊張状態や葛藤が継続すると、憂うつ・不安・不眠・頭痛・

動悸・吐気・下痢などの症状を訴えやすくなります。大きなストレスを感じた後、気分の変化や

身体の不調が出るだけでなく、行動面の変化として通学や出勤困難、外出困難などの社会不適

応が認められることがあります(下記参照)。5月前後に上記のような変化を訴える頻度が多いため

に、いわゆる「五月病」として社会的に認知されていますが、正式にはこのような状態を「適応障

害」と呼びます。一方、顕著な症状に注目した場合、（ストレス反応性の）うつ状態・神経症・自

律神経失調症などと診断する医師も少なくありません。

　適応障害の治療としては、症状を軽くするお薬の処方とともにストレス軽減のための生活指

導がよく行われます。加えて、ストレス要因の除去・軽減のために学校・職場・家族と対応を協

議して患者さんの環境調整を行うことも有効な対策です。自分自身ではストレスに気づいてい

ないこともありますので、周りの人が普段と違う行動の変化に気づいた場合には、適応障害を

疑って医療機関受診を勧めてください。

心療内科　金澤　素

■ストレス反応の種類
　�　心理的反応：不安・イライラ・恐怖・緊張・無気力・集中力低下など

　�　身体的反応：頭痛・動悸・嘔吐・腹痛・下痢・めまい・倦怠感・不眠など

　�　行動的反応：引きこもり・攻撃的行動・食欲低下または亢進・感情失禁など

4月より午後の外来受付時間と巡回診療（石巻バイパス）の日時が変更となっています。
�外来診療時間：午前8：30～11：30　午後1：30～5：00（総合診療・小児科のみ）
　　　　　　　　（※心療内科と眼科の受付はこれまでどおり午後4：00までの受付です。）

�石巻バイパス巡回診療：毎月第１第３水曜日　午前９：30～11：00



水産物の
放射線量測定結果

　町では、女川魚市場に水揚げされた水
産物について、宮城県から支給された簡
易測定器を使用し、放射線量を測定して
います。
　3月1日から3月31日までの測定結果
は、下記のとおりでした。
◆検体数・測定結果：22種類194検体、
全てにおいて、厚生労働省が定める一般
食品の基準値100ベクレル／kgを下回
りました。（194検体全て測定下限値以
下・不検出）
◆測定機器：ＥＭＦジャパン（株）
　ガンマ線スペクトロメータ（ＥＭＦ211型）
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空
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放
射
線
量
の
測
定
結
果

※すべての施設で、年間の追加被ばく線量1ﾐ
ﾘｼｰﾍﾞﾙﾄに相当する空間線量率1時間あたり
0.23ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄを下回っていました。

測定値施　設　名

0.06 ～ 0.07一保所庭（0.5 ｍ）

0.08 ～ 0.09四保所庭（0.5 ｍ）

0.09 ～ 0.11小学校校庭（0.5 ｍ）

0.08 ～ 0.09中学校校庭（1.0 ｍ）

0.05第二多目的運動場（1.0m）

0.06 ～ 0.07仮設役場前（1.0m）

◎測定結果（単位：マイクロシーベルト/時
3月17日～4月11日)

女川中学校での計測

食材等の放射能簡易測定
を行っています
　町では、町民が自家消費用に生産・採取
した野菜、山菜、魚などの食材の放射能簡
易測定を行っています。詳細は役場企画
課原子力対策係�54－3131（内線222・
223）まで。

測定結果は、おながわ災害ＦＭや女川町公式ウェブサイト、放射線・放射能に
関するポータルサイト「放射能情報サイトみやぎ」にも掲載しています。お知らせ
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4月より居宅介護支援事業所を開設　女川町地域医療センター

　介護が必要な方が住み慣れた自宅で適切にサービスを利用できるよう、ケアマネジャー（介

護支援専門員）が心身の状態や生活環境、本人・家族の希望等に沿って介護支援計画（ケアプラ

ン）を作成します。また、さまざまな介護サービスの紹介、連絡調整、介護サービスにかかる

費用の計算や請求などをご利用者の代わりに行うところです。※居宅介護支援の利用者におけ

る費用負担はありません

居宅介護支援事業所とは

�　相談・問合せ（介護に関するご相談等、お気軽にどうぞ）

�　訪問（本人・家族の状況をケアマネジャーが聞き取りし、適切なプランを考察します）

�　要介護申請・認定（介護保険の申請手続きを代行します）

�　ケアプランの作成・契約（本人に合ったケアプランを作成します）

�　サービス事業者との連絡調整（デイサービス・デイケア・訪問リハビリ・訪問看護・訪問

介護・福祉用具貸与など）

�　介護保険サービスのご利用（作成したプランを元に、介護保険サービスをご利用いただきます）

～住み慣れた地域で暮らし続けていけるように、またいつまでも笑顔で生活できるように、
利用者の視点に立ちその人らしい暮らしが送れるようサービス調整を行います～

居宅介護支援サービスの流れ

◆問合せ先　女川町地域医療センター�53-5511（担当：高松・石森）

　　　　　　午前8：30～午後5：00（月～金曜日）
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※税金等は、納期内に納付（入）されますようお願いします。
※納付書等を紛失した場合は、役場税務課（�54-3131 内線143）までご連絡ください。

燃やせるごみの収集日は、次の地区ごとにカレンダーで色分けしています。

大沢・浦宿・旭が丘・針浜・上区・西区・小乗・高白・五部浦黄色の日

女川・大原・日蕨・多目的運動場・野球場・運動公園住宅・清水・新田・宮ケ崎
石浜・北浦・出島・寺間・石巻市内の仮設住宅（石巻バイパス、蟹田、内田）

水色の日

・江島地区の燃やせるごみは、月曜日と金曜日に運搬します。

※缶類等の日に収集するものの種類
　缶・乾電池・鍋・釜・やかんなどの金属類・びん・ペットボトル

※古紙類等の日に収集するものの種類
段ボール・新聞紙・雑誌・雑紙・プラスチック製容器包装・白色トレイ・発泡スチロール・紙パック・
布類・剪定枝・廃食油・燃やせないごみ（セトモノ・ガラス・ポット・傘・蛍光管・電球・ラジカセなど）

事業系ごみは家庭ごみ集積所には出せません！
商店・オフィス・飲食店等の事業所から出る「事業系ごみ」は、事業者自らの責任において適正
に処理することが法律及び条例により義務づけられています。

納／税／だ／よ／り
6 月 2日に納期を迎えるもの

期　別税　目　等

全　期軽自動車税

１　期固定資産税

※ 離島地区（出島・寺間・江島）の資源ごみ、燃やせないごみ、粗大ごみの運搬日は、区長さんを通じ改めてお知らせします。

粗大
ごみ

資源ごみ・燃やせないごみ
収集地区

古紙類等の日缶類等の日

1416・309・23大沢・浦宿・針浜

713・272・20旭 が 丘 ・ 上 区 
西 区 ・ 小 乗

167・197・19高白　・五部浦

2115・2914・28
宮 ケ 崎 ・ 石 浜 
石 巻 バ イ パ ス 
蟹 田 ・ 内 田

288・221・21
女 川 ・ 大 原 
日 蕨・運 動 公 園 
清 水　 ・ 新 田

3012・2612・26北 浦

5　月
土金木水火月日

321

10987654

17161514131211

24232221201918

31302928272625

粗大
ごみ

資源ごみ・燃やせないごみ
収集地区

古紙類等の日缶類等の日

1113・276・20大沢・浦宿・針浜

410・243・17旭 が 丘 ・ 上 区 
西 区 ・ 小 乗

132・16・302・16・30高白　・五部浦

1812・2611・25
宮 ケ 崎 ・ 石 浜 
石 巻 バ イ パ ス 
蟹 田 ・ 内 田

255・194・18
女 川 ・ 大 原 
日 蕨・運 動 公 園 
清 水　 ・ 新 田

279・239・23北 浦

6　月
土金木水火月日

7654321

141312111098

21201918171615

28272625242322

3029

�����ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみのののののののののの収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集 5555555555 月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～ごみの収集 5 月～ 66666666666月月月月月月月月月月月�����

４月 30日に納期を迎えるもの

期　別税　目　等

１　期国民健康保険税

〒 986-2261　宮城県牡鹿郡女川町女川浜字大原 316（仮設庁舎）
女川町役場総務課秘書広報係　� 0225-54-3131 内線 212

広報　おながわ　５月号

女川町公式サイト　（ＵＲＬ） http://www.town.onagawa.miyagi.jp/ 
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